
日本穀物検定協会が発表する「平成

19年産米の全国食味ランキング」で、

丹後コシヒカリが、全国120を超える産

地品種の中から、17産地品種の中の一

つとして、西日本で唯一最高評価の「特

A」ランクを獲得しました（２ページ） 
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19年産 丹後コシヒカリ 

細野耕一さん 

　
丹
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
生
産
す
る
農
家
を

対
象
に
丹
後
米
の
品
評
を
行
う
「
丹
後
良

食
味
米
共
励
会
」
で
、
平
成
十
九
年
産
米

の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
細
野
耕
一
さ
ん
（
大

宮
町
久
住
）
に
、
丹
後
米
の
「
特
Ａ
」
獲

得
に
対
す
る
期
待
を
う
か
が
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
か
ら
丹
後
の
米
は
、
味
は
も

ち
ろ
ん
、
見
栄
え
も
美
し
い
と
い
う
声
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。
丹
後
は
、
昼
夜
の
寒

温
差
が
大
き
く
、
水
が
き
れ
い
な
ど
、
米

づ
く
り
に
適
し
た
環
境
が
あ
り
ま
す
。 

　
年
々
、
米
の
消
費
量
が
減
少
し
、
販
売

が
難
し
く
な
る
中
、「
特
Ａ
」
の
再
評
価
に

よ
り
、
が
ん
ば
れ
ば
有
利
な
取
引
も
望
め

る
と
思
い
ま
す
し
、
農
家
の
一
層
の
活
力

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
丹
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
「
特
Ａ
」
獲
得
を

契
機
に
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
よ
る

米
栽
培
を
は
じ
め
、
農
家
と
行
政
、
農
業

関
係
団
体
の
連
携
の
も
と
、
地
名
ブ
ラ
ン

ド
を
高
め
る
努
力
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。 

 

 

　
同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
全
国
の
産
地
・
品

種
に
つ
い
て
、
米
の
粘
り
や
硬
さ
、
外
観

な
ど
に
加
え
、
食
味
官
能
試
験
の
相
対
評

価
に
よ
り
品
質
を
評
価
。
特
に
良
好
な
も

の
を
「
特
Ａ
」、
良
好
な
も
の
を
「
Ａ
」
な

ど
、
五
段
階
で
評
価
し
て
い
ま
す
。 

　
丹
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
平
成
十
五
年
、

十
六
年
は
「
特
Ａ
」
の
評
価
で
し
た
が
、

温
暖
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
一
等
米
比

率
が
低
下
し
、
そ
の
後
「
Ａ
」
ラ
ン
ク
の

評
価
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
、
本
来
の
食
味
の
よ
さ
に

加
え
、
丹
後
米
改
良
協
会
を
中
心
に
、
苗

の
遅
植
え
や
疎
植
の
推
進
、
気
象
情
報
の

迅
速
な
発
信
な
ど
、
丹
後
一
円
の
農
家
の

み
な
さ
ん
や
農
業
関
係
団
体
が
一
体
と
な

っ
て
適
切
な
栽
培
管
理
に
努
め
た
こ
と
で
、

品
質
の
安
定
化
に
つ
な
が
り
、
全
国
で
十

七
産
地
品
種
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
再
び
「
特

Ａ
」
ラ
ン
ク
の
食
味
評
価
を
獲
得
し
た
も

の
で
す
。 

第
一
回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催 

市内唯一のアーケード商店街 市内唯一のアーケード商店街 

峰
山
御
旅
市
場
の
復
活
に
向
け

て
、
三
月
一
日
に
「
峰
山
御
旅
商

店
街
復
活
祭
」
が
、
峰
山
御
旅
商

店
会
（
中
川
芳
隆
会
長
）
の
主
催

（
後
援
　
京
丹
後
市
・
京
丹
後
市
商

工
会
）
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
約
千

八
百
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

御
旅
市
場
は
、
峰
山
町
の
中
心

に
位
置
し
、
市
内
唯
一
の
ア
ー
ケ

ー
ド
（
約
五
二
㍍
）
を
持
つ
商
店

街
と
し
て
、
周
辺
の
町
の
食
材
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
集
ま
り
、

販
売
さ
れ
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
十
年
ご

ろ
か
ら
閉
店
な
ど
に
よ
り
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
閉
め
る
店
が
増
え
は
じ
め

ま
し
た
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
同
市
場

を
懐
か
し
み
、
復
活
を
願
う
多
く

の
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
い
た
峰
山

御
旅
商
店
会
で
は
、
市
内
の
海
・

山
・
里
の
幸
な
ど
を
ア
ー
ケ
ー
ド

内
で
販
売
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
計
画
。
毎
月
第
一
土
曜
日
を

「
御
旅
市
場
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
日
」
と
し
て
、
市
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
グ
ル
ー
プ
に
出
店
を
呼
び
か

け
、「
京
丹
後
の
幸
」
の
売
り
買
い

に
よ
り

“
賑
わ
い
”
を
取
り
戻
す

取
り
組
み
を
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

「
復
活
祭
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た

第
一
回
目
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
は
、
市
内
各
町
か
ら
二
十
五
の

出
店
者
の
み
な
さ
ん
が
、
大
根
や

白
菜
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
新
鮮
な

野
菜
や
、
巻
き
寿
司
、
も
ち
、
醤

油
や
味
噌
、
ジ
ャ
ム
、
鮮
魚
加
工

品
や
木
工
品
な
ど
、
市
内
で
つ
く

ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
品
物
を
出
品
。

開
始
後
約
十
分
で
完
売
す
る
商
品

も
あ
る
な
ど
、
市
場
は
多
く
の
人

と
活
気
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

訪
れ
た
か
た
は
「
久
し
ぶ
り
に

賑
わ
い
、
活
気
が
出
て
う
れ
し
い
。

今
後
も
こ
の
賑
わ
い
が
続
い
て
ほ

し
い
」
、
「
新
鮮
で
安
心
・
安
全
な

地
元
の
い
い
も
の
を
買
う
こ
と
が

で
き
て
助
か
り
ま
す
」
、
「
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
ど
ん
ど
ん
活
気
を
増

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
多
く
の
喜

び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

峰
山
御
旅
商
店
会
の
中
川
会
長

は
「
地
産
・
地
消
に
よ
る
安
心
・

安
全
を
大
切
に
、
楽
し
み
な
が
ら

買
い
物
を
し
て
い
た
だ
け
る
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
し
た
い
。
ま
た
、

六
町
の
み
な
さ
ん
に
出
店
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
広
く
み
な
さ
ん

の
お
力
を
お
借
り
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
市
民
の
み
な
さ
ん

の
た
め
の
市
場
と
し
て
活
気
を
取

り
戻
し
、
市
全
体
の
活
性
化
へ
と

つ
な
げ
た
い
」
と
力
強
く
話
さ
れ

ま
し
た
。 

アーケードには生鮮野菜などが所せましと並べられ、多くの人でにぎわいました。 アーケードには生鮮野菜などが所せましと並べられ、多くの人でにぎわいました。 
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同フリーマーケットは今後、毎月

第一土曜日の10：00～15：00に、

御旅市場アーケード内で開催予定

です。 
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◆市税 

 

◆繰入金 

 

 

◆使用料及び手数料 

 

 

◆分担金及び負担金 

 

 

◆国庫・府支出金 

 

 

◆市債 

 

 

◆地方交付税 

 

　市民税・固定資産税など 

 

　財源確保などのため、基金 

　を取り崩すもの 

 

　公共施設の使用料や住民票 

　の発行手数料など 

 

　保育所の保育料や老人福祉 

　施設措置費など 

 

　国・府からの負担金や補助 

　金、委託金 

 

　建設事業などを行うための 

　長期の借入金 

 

　一定水準の行政サービスを 

　保つための国からの交付金 

歳　　入 歳　　入 

◆人件費 

 

 

◆公債費 

 

 

◆扶助費 

 

◆普通建設事業費 

 

◆補助費等 

 

◆繰出金 

 

◆物件費 

 
　市長、副市長、教育長、議会議員、 
　職員の給与など 
 
　市債の元金と利子の償還金や一時借入金 
　の利子 
 
　生活保護費や医療給付費など 
 
　道路や学校、公共施設整備などの経費 
 
　各種団体への補助金や各地区への交付金など 
 
　特別会計に支出するもの 
 
　賃金、旅費、委託料、光熱水費など 

歳出（性質別） 歳出（性質別） 

国
が
策
定
し
た
平
成
二
十
年
度
の
地
方
財
政
計

画
で
は
、
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
交

付
税
お
よ
び
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保
す
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
全
国
ベ
ー
ス
で
の
地
方
交
付
税
は
、

地
方
再
生
対
策
費
の
特
別
枠
を
上
乗
せ
す
る
こ
と

で
前
年
比
一
・
三
㌫
の
増
と
な
る
も
の
の
、
臨
時

財
政
対
策
債
の
市
町
村
分
は
前
年
比
六
・
三
㌫
の

減
と
な
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。 

こ
う
し
た
中
、
四
月
二
十
七
日
に
「
京
丹
後
市

長
選
挙
・
京
丹
後
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
」
が
執

行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
、
義
務
的
・
継
続
的
な
事
業
を
中
心
と
し

た
「
骨
格
型
」
予
算
と
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
・

教
育
・
安
全
安
心
に
関
わ
る
生
活
関
連
経
費
に
つ

い
て
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
不
便
の
な
い
よ

う
に
、
一
定
の
行
政
の
連
続
性
に
も
留
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
総
合
計
画
な
ど
の
各
種
計
画
と
の

整
合
性
を
可
能
な
限
り
図
り
つ
つ
、
「
持
続
可
能

な
財
政
運
営
」
を
め
ざ
し
た
編
成
と
し
て
い
ま
す
。 

加
え
て
、
財
政
健
全
化
法
の
成
立
に
よ
り
平
成

二
十
年
度
決
算
か
ら
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
な
ど

の
四
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
早
期

健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
、
「
財
政
健
全
化
計

画
」
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
た
め
、
当
初
予

算
編
成
段
階
か
ら
各
種
比
率
の
抑
制
に
留
意
し
て

い
ま
す
。 

その他 
4億8,379万円（1.8％） 

歳　出 
283億3,000万円 

その他 
4億7,409万円（1.6％） 

分担金及び負担金 
5億8,352万円（2.1％） 

使用料及び手数料 
5億8,778万円（2.1％） 

繰入金 
12億2,170万円（4.3％） 

その他  
14億5,250万円（5.1％） 

府支出金 
14億9,713万円（5.3％） 

国庫支出金 
16億1,664万円 
（5.7％） 

歳　入 
283億3,000万円 283億3,000万円（対前年比1.7％減） 283億3,000万円（対前年比1.7％減） 

〈実質2.3％減〉 （実質2.3％減） 
※予算には、過去に借り入れた高利の公的資金

を低利で借り換える「借換債」（1億7,140万円）

が含まれているため、実質的な前年度対比は

2.3％の減となります。 

一
般
会
計
予
算
の
編
成
方
針

一
般
会
計
予
算
の
編
成
方
針 

一
般
会
計
予
算
の
編
成
方
針

一
般
会
計
予
算
の
編
成
方
針 

一
般
会
計
予
算
の
編
成
方
針 

地方交付税 
117億円 
（41.3％） 

地方交付税 
117億円 
（41.3％） 

市債 
34億5,650万円 
（12.2％） 

市債 
34億5,650万円 
（12.2％） 

公債費 
56億8,387万円 
（20.1％） 

公債費 
56億8,387万円 
（20.1％） 

人件費 
63億2,368万円万円 
（22.3％） 

人件費 
63億2,368万円 
（22.3％） 

普通建設事業費 
32億9,082万円 
（11.6％） 

普通建設事業費 
32億9,082万円 
（11.6％） 

物件費物件費 
45億1,886万円 
（15.9％） 

 

物件費 
45億1,886万円 
（15.9％） 

 

補助費等 
30億7,092万円 
（10.8％） 

補助費等 
30億7,092万円 
（10.8％） 

依 

存 
財 
源 69.6%

依 

存 
財 
源 69.6%

30.4％ 

自 主 
財 
源 
30.4％ 

自 主 
財 
源 

任 意 的 
経 

費 

35.5％ 

任 意 的 
経 

費 

35.5％ 

投資的 
経費 
11.6％ 

投資的 
経費 
11.6％ 

義 
務 

的 

経 
費 

52.9％ 

義 
務 

的 

経 
費 

52.9％ 

繰出金 
19億8,722万円 
　　（7.0％） 

繰出金 
19億8,722万円 
　　（7.0％） 

　
四
月
二
十
七
日
に
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
た
め
、

政
策
的
な
事
業
、
新
規
事
業
（
制
度
的
な
事
業
、
緊
急
的
な
事
業
を
除

く) 

を
除
い
た
骨
格
型
の
予
算
と
し
て
調
製
し
、
選
挙
後
の
六
月
定
例

市
議
会
に
お
け
る
補
正
予
算
で
肉
付
け
計
上
し
ま
す
。 

総
合
計
画
（
実
施
計
画
）
、
行

財
政
改
革
推
進
計
画
（
集
中
改
革

プ
ラ
ン) 

お
よ
び
財
政
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き

「
持
続
可
能
な
財
政
運
営
」
の
構

築
を
め
ざ
し
ま
す
。 

平
成
二
十
年
度
決
算
か
ら
健
全

化
判
断
比
率
（
①
実
質
赤
字
比
率
、

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
③
実
質

公
債
費
比
率
、
④
将
来
負
担
比
率
）

の
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準

を
超
え
た
場
合
は
、
「
財
政
健
全

化
計
画
」
の
策
定
が
義
務
付
け
ら

れ
る
た
め
、
当
初
予
算
編
成
の
段

階
か
ら
各
種
比
率
の
抑
制
に
留
意

し
て
い
ま
す
。 

骨
格
型
予
算
の
編
成

骨
格
型
予
算
の
編
成 

骨
格
型
予
算
の
編
成 

各
種
計
画
と
の
整
合

各
種
計
画
と
の
整
合 

各
種
計
画
と
の
整
合 

財
政
健
全
化
法

財
政
健
全
化
法 

（
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
）

（
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
） 

　
　
　
　
　
　
へ
の
対
応

　
　
　
　
　
　
へ
の
対
応 

財
政
健
全
化
法 

（
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
） 

　
　
　
　
　
　
へ
の
対
応 

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 
200

250

300

350

400

356.0億円 356.0億円 

289.8億円 289.8億円 
284.5億円 284.5億円 

288.3億円 288.3億円 
283.3億円 283.3億円 

一般会計予算規模の推移 京
丹
後
市
発
足
以
来
、

京
丹
後
市
発
足
以
来
、 

最
も
小
さ
な
予
算
規
模

最
も
小
さ
な
予
算
規
模 

京
丹
後
市
発
足
以
来
、 

最
も
小
さ
な
予
算
規
模 

扶助費 
29億7,084万円 
（10.5％） 

扶助費 
29億7,084万円 
（10.5％） 

平成20年度京丹後市予算 平成20年度京丹後市予算 
一般会計 
予　算 

市税 
57億4,014万円 
（20.3％） 

平成20年4月 平成20年4月 

予
　
　
　
算 

予
　
　
　
算 

一般会計 
市債（借金）残高 
一般会計 
市債（借金）残高 

　市債は、一般会計、特別会計、企
業会計の各会計で借り入れをしてい
ますが、みなさんからの市税により
返還する市債としては、一般会計の
市債が中心です。 
　後年度の財政負担を考慮し、市債
借り入れの抑制や繰上償還の実施に
より、市債残高を減少。平成20年度は、
平成19年度末と比較して15億2,869
万円（▲3.6％）の減とし、合併時と
の比較では、54億9,757万円（▲11.7
％）の大幅減の見込みです。 

平成平成20年度末市債残高見込　　　年度末市債残高見込　　　

　　　　412億9,696万円 

平成20年度末市債残高見込　　　

　　　　412億9,696万円 一般会計市債残高 一般会計市債残高 

京丹後市発足時と比べ　　　　　　　　 　　11.7％の大幅減 

５年連続減少 ５年連続減少 

54.9億円減少 54.9億円減少 

※特別・企業会計の市債を含めた市債残高額は、H15年度末で797億2,992万円、H19年度末で799億6,680万円、H20
年度末には810億1,640万円となる見込みです。 

Ｈ15年末 Ｈ16年末 Ｈ17年末 Ｈ18年末 Ｈ19年末 Ｈ20年末 
300

350

400

450

500
（億円） 

467.9億円 467.9億円 467.7億円 467.7億円 

455.3億円 455.3億円 
440.7億円 440.7億円 

428.3億円 428.3億円 
413.0億円 413.0億円 



 

 

　京都府北部地域のものづくり産業の振興を図

るため、「北部産業活性化拠点・京丹後」（日本

電産旧峰山工場）の機器整備、研修事業、施設

など管理運営費に対する市の負担金。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京丹後市に愛着・関心をお持ちの京丹後市出

身者や来訪者のかたなどにご参加いただく「京

丹後ふるさと応援団」を運営し、交流人口の増

加および定住の促進などを図ります。 

◎「北部産業活性化拠点・京丹後」人材育成 

【商工費】 6,187万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「京丹後ふるさと応援団」運営 

【総務費】237万円 

 

 

大宮町河辺西部地区において、農業生産基盤（ほ

場、水路）と生活環境基盤（道路、非農用地）

を一体的に整備する。（平成16年度～21年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域農業再編と農業構造構築により、地域の

持続的な発展経営を図るための府営農業生産法

人等育成緊急整備事業（大宮町森本地区ほ場整備）

への負担金など。 

 

 

 

 

中核的農業者や農作業受託組織などに農地の

利用集積を進めるため、面的集積強化促進事業

および農地継承円滑化事業に取り組む農業者な

どが組織する団体を支援します。 

○「農村振興総合整備」事業 

【農林水産業費】   4,064万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「農業生産法人等育成緊急整備」事業 

【農林水産業費】1,589万円 

 

 

 

 

 

 

○「担い手農地集積高度化促進事業」補助金 

【農林水産業費】695万円 

 

 

 

 

 

 

一般会計の主な事業〔●＝新規、◎＝拡大など、○＝継続〕 

ひと・もの・ことが行き交う 
交流経済都市 

 

 「協働と共創のまちづくり」、「地域資源を活かしたまちづくり」、「行財政の健全化」の各種施策を積極的に

取り組み、夢が持て「住み続けたいふるさと京丹後市」をめざしたまちづくりを推進していきます。「京丹後

市総合計画」の６つの基本方針の区分により一般会計の主な事業をご紹介します。 

「産業の再生、福祉・教育・安心安全」 
に配慮した骨格型予算 

283億3,000万円 

209億4,230万円 

  68億1,300万円 

    4億3,900万円 

7億7,100万円 

6億3,240万円 

45億6,500万円 

6億5,700万円 

12億3,600万円 

7億  300万円 

38億9,000万円 

1億2,300万円 

10億3,500万円 

　　 　6,900万円 

　　　660万円 

　　　230万円 

83億8,924万円 

21億4,800万円 

62億4,124万円 

576億6,154万円 

283億3,000万円 

209億4,230万円 

  68億1,300万円 

    4億3,900万円 

7億7,100万円 

6億3,240万円 

45億6,500万円 

6億5,700万円 

12億3,600万円 

7億  300万円 

38億9,000万円 

1億2,300万円 

10億3,500万円 

　　 　6,900万円 

　　　660万円 

　　　230万円 

83億8,924万円 

21億4,800万円 

62億4,124万円 

576億6,154万円 

（△5億円） 

（△33億4,730万円） 

（300万円） 

   （1,200万円） 

（△59億5,900万円） 

（6億3,240万円） 

（1億8,100万円） 

（△4,800万円） 

（1億 700万円） 

（2億8,800万円） 

（4億3,000万円） 

（4,550万円） 

（9億6,800万円） 

（△500万円） 

（△10万円） 

（△10万円） 

（7億2,006万円） 

（6億4,530万円） 

（7,476万円） 

（△31億2,724万円） 

（△5億円） 

（△33億4,730万円） 

（300万円） 

   （1,200万円） 

（△59億5,900万円） 

（6億3,240万円） 

（1億8,100万円） 

（△4,800万円） 

（1億 700万円） 

（2億8,800万円） 

（4億3,000万円） 

（4,550万円） 

（9億6,800万円） 

（△500万円） 

（△10万円） 

（△10万円） 

（7億2,006万円） 

（6億4,530万円） 

（7,476万円） 

（△31億2,724万円） 

一般会計 

特別会計合計 

　　国民健康保険事業 

　　国民健康保険直営診療所事業 

　　老人保健事業 

　　後期高齢者医療事業 

　　介護保険事業 

　　介護サービス事業 

　　簡易水道事業 

　　集落排水事業 

　　公共下水道事業 

　　浄化槽整備事業 

　　工業用地造成事業 

　　宅地造成事業 

　　峰山財産区 

　　五箇財産区 

企業会計合計 

　　水道事業 

　　病院事業 

総　合　計 

一般会計 

特別会計合計 

　　国民健康保険事業 

　　国民健康保険直営診療所事業 

　　老人保健事業 

　　後期高齢者医療事業 

　　介護保険事業 

　　介護サービス事業 

　　簡易水道事業 

　　集落排水事業 

　　公共下水道事業 

　　浄化槽整備事業 

　　工業用地造成事業 

　　宅地造成事業 

　　峰山財産区 

　　五箇財産区 

企業会計合計 

　　水道事業 

　　病院事業 

総　合　計 

「北部産業活性化拠点」
の始動 

本格開始 

Ⅰ 

～こんなふうに使われます～ 

予
算
総
額 

一
般
会
計
は

一
般
会
計
は 

　
対
前
年
度
一

　
対
前
年
度
一
・
七
％
減

七
％
減 

一
般
会
計
は
対
前
年
度
一
・
七
％
減 

　
　
　
　
　
　（
実
質
二
・
三
％
減
） 

    

　
一
般
会
計
は
、
平
成
十
九
年
度
に
比
べ
五

億
円
、
一
・
七
㌫
減
額
、
二
百
八
十
三
億
三

千
万
円
（
過
去
に
借
り
入
れ
た
高
利
の
公
的
資

金
を
低
利
で
借
り
換
え
る
「
借
り
換
え
債
」を
除

く
と
、
実
質
的
に
は
二
・
三
㌫
減
額
）
、
特
別

会
計
が
十
四
会
計
を
あ
わ
せ
て
二
百
九
億
四

千
二
百
三
十
万
円
、
公
営
企
業
会
計
が
二
会

計
を
あ
わ
せ
て
八
十
三
億
八
千
九
百
二
十
四

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
度
予
算
は
「
骨
格
型
」
予
算

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
義
務
的
な
経
費
や
継
続

的
な
事
業
を
中
心
に
編
成
し
、
政
策
的
な
施

策
を
控
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
や
（
仮
称
）
丹
後

保
育
所
整
備
事
業
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
な
ど
の
社
会
資
本
整
備

の
た
め
の
継
続
的
な
投
資
的
事
業
や
、
生
活

保
護
費
支
給
事
業
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
な
ど
の
安
心
・
安
全
に
関
わ
る
経
費
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
計
上
し
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
各
種
補
助
金
や
物
件
費
の
積
極
的

な
見
直
し
を
は
じ
め
、
過
去
に
借
り
入
れ
た

高
利
の
公
的
資
金
を
低
利
で
借
り
換
え
る
こ

と
で
、
後
年
度
の
公
債
費
負
担
の
軽
減
に
努

め
る
な
ど
、
「
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」
に

留
意
し
な
が
ら
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
、
簡
素

効
率
化
を
図
り
予
算
規
模
の
縮
小
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

   

旧
丹
後
町
か
ら
引
き
継
い
だ
「
土
地
取
得

事
業
特
別
会
計
」
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
「
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
」
を
新
た
に

設
置
し
ま
す
。 

　「
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
」
は
、

市
が
徴
収
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お

よ
び
保
険
料
軽
減
に
対
応
す
る
基
盤
安
定
繰

入
金
を
歳
入
と
し
、
歳
出
で
は
、
事
務
費
用

お
よ
び
京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

へ
の
納
付
金
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。 

　
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
二
百
九
億
四
千

二
百
三
十
万
円
で
、
前
年
度
二
百
四
十
二
億

八
千
九
百
六
十
万
円
と
比
べ
三
十
三
億
四
千

七
百
三
十
万
円
、
十
三
・
八
㌫
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。 

　 

  

企
業
会
計
の
予
算
総
額
は
、
八
十
三
億
八

千
九
百
二
十
四
万
円
で
、
前
年
度
七
十
六
億

六
千
九
百
十
八
万
円
と
比
べ
七
億
二
千
六
万

円
、
九
・
四
㌫
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

※
平
成
二
十
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

六
月
定
例
市
議
会
終
了
後
、
改
め
て

「
予
算
特
集
号
」
（
わ
か
り
や
す
い

こ
と
し
の
予
算
）
で
く
わ
し
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

特
別
会
計 

企
業
会
計 

ものづくり産業の振興拠点となる 

「北部産業活性化拠点・京丹後」（日本電産旧峰山工場） 

昨年度整備された大宮町河辺西部地区の一部 

平成20年4月 平成20年4月 

予
　
　
　
算 

予
　
　
　
算 



 

 

　バイオガス発電メタン発酵肥料の利用を促進

するため、肥料散布機械および液肥散布機械を

導入する事業者を、農林水産省の補助制度を活

用し支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　豊かな自然環境を保全し、まちづくりへの調

和ある活用を図るため、市民、事業所と一体と

なり環境基本計画を策定します。（平成19～20

年度の２か年事業） 

 

 

　海水浴場での緊急時の救命効果を高めるため、

AED（自動体外式除細動器）を設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　観光産業の振興・発展を図り、地域一体とな

った観光を推進するため、京丹後市観光協会の

活動を支援します。 

 

 

 

 

　丹後の情報・魅力の発信と都市との交流の促

進を図るため、「特産品ショップ　ホッと丹後」

（京都市堀川商店街）の運営費およびブランド品

の紹介や販路拡大などの取り組みを支援します。 

○海水浴場「ＡＥＤ」設置　 

【商工費】319万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「京丹後市観光協会」補助金 

【商工費】3,098万円 

 

 

 

 

 

○「特産品ショップ　ホッと丹後」運営補助金 

【商工費】990万円 

 

 

園内のさらなる魅力づくり、継続性のある事

業の実施によるリピーター増加を図るため、管

理者である（株）京都たんごファームが行う環

境整備を支援します。 

 

 

 

豊富な観光資源を活かし、個性ある観光地づ

くりを推進するため、市民のみなさんなどが実

施する事業について、観光インフラ整備等促進

実行調整費基金を活用して支援します。 

◎「丹後あじわいの郷運営」補助金 

【商工費】 3,300万円 

 

 

 

 

 

○「観光の魅力づくり」推進 

【商工費】1,775万円 

 

●「地域バイオマス利活用推進事業」補助金 

【衛生費】1,816万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「環境基本計画」策定  【衛生費】983万円 

 

◎「健康相談・指導」　 【衛生費】 684万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「自殺予防対策」　　  【衛生費】147万円 

 

 

 

 

 

●「後期高齢者医療広域連合」負担金 

【民生費】 5億5,587万円 

 

 

 

 

●「後期高齢者医療事業特別会計」繰出金 

【民生費】 1億3,994万円 

 

 

 

 

○「市立病院事業会計」繰出金 

【衛生費】7億5,000万円 

 

 

 

　乳幼児・小学生・中学生の健康保持および子

育てに関する経済的負担を軽減するため、医療

費の一部を助成します。 

 

 

 

 

　障害者自立支援法などに基づき、相談支援・

移動支援・地域活動支援センター事業・日中一

時支援・福祉タクシー助成などの各種支援を実

施します。 

○「子ども医療」給付費 

【民生費】 １億4,167万円 

 

 

 

 

 

○「障害者地域生活」支援 

【民生費】１億3,227万円 

生きる喜びを共有できる 
健やか安心都市 

 

 

 

 

 

 

　丹後町において就学前教育の機会を設けるため、

（仮称）丹後保育所に併設する幼保一体施設の

幼稚園を、平成21年４月の開園をめざし建設し

ます。 

 

 

 

　和田野保育所野間分園の廃止に伴い、野間地

域の児童を和田野保育所まで送迎するための車

両を購入します。 

 

 

　一般混乗バスとしても使用している久美浜中

学校スクールバス（２号車）は、購入後13年が

経過し老朽化しているため、車両を更新し、市民・

生徒の安心・安全を確保します。 

○「（仮称）丹後保育所」整備 

【民生費】 5億3,292万円 

 

 

 

 

 

○「（仮称）丹後幼稚園」整備 

【教育費】 1億7,101万円 

 

 

 

 

 

●「和田野保育所送迎車」購入 

【民生費】 254万円 

 

 

 

 

●「中学校スクールバス」更新【教育費】1,367万円 

 

次代を担う若い力が活躍できる 
生涯学習都市 

暮らしの中でいのちが輝く 
環境循環都市 

循環型社会の実
現へ向け 

メタン発酵肥料
の利用を促進 

メタボリックシン
ドロームに着目し

た 

「特定健診・特定
保健指導」をはじ

めます 

幼保一体施設を
整備 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

海水浴場に設置する 

AED（自動体外式除細動器） 

丹後の情報・魅力を発信 

「特産品ショップ　ホッと丹後」 

　　　　　（京都市堀川商店街） 

循環型社会の実現向けて 

生
活
習
慣
病
の
前
段
階
で
あ

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
予
防
・
改
善
を
め
ざ

し
ま
す 

平成20年4月 平成20年4月 

予
　
　
　
算 

予
　
　
　
算 



効率的な行財政運営の推進 

 

京都府と府内市町村の税務共同化に向けた「税

務共同化広域連合設立準備室」への負担金およ

び共同徴収システムに対応するためのシステム

改修費。 

 

 

 

 

公債費負担軽減措置として、平成19年度から

３年間で、高金利の公的資金（財政融資資金・

簡保資金・公営企業金融公庫資金）を補償金免

除で繰上償還し、後年度の負担の軽減を図ります。 

 

 

 

 

 

　平成20年４月27日に執行予定の市長および市

議会議員（定数24人）の一般選挙経費 

 

 

 

 

 

　公営企業金融公庫の廃止により、新たに「地

方公営企業等金融機構」が設立されることに伴

う設立出資金（平成20年10月１日業務開始予定） 

 

 

 

　入札および契約の過程ならびに契約の透明性

および公平性を確保するため、第三者による入

札監視委員会を開催する。 

 

 

網野町浅茂川地区の総合的な内水処理対策の

暫定対策工事を実施し、水害などから市民の生

命および財産を守ります。 

 

 

 

 

　都市部や市内地域間での情報格差を解消し、

インターネット接続やCATV（ケーブルテレビ）

などのサービスが提供できる情報通信基盤を整

備するための、光ファイバ網伝送路などの実施

設計を行います。（平成18～22年度） 

 

○「網野地域内水処理対策」経費 

【土木費】 900万円 

 

 

 

 

 

◎「ブロードバンドネットワーク」整備 

【総務費】　6,600万円 

 

●「税務共同化」推進　【総務費】 111万円 

 

 

 

 

 

 

○「公的資金繰上償還」 

【公債費】1億8,581万円 

 

 

 

 

 

 

 

●「市長・市議会議員」選挙 

【総務費】　9,087万円 

 

 

 

 

 

●「地方公営企業等金融機構」設立出資金 

【総務費】 580万円 

 

 

 

 

 

○「入札監視委員会」 　　【総務費】27万円 

 

 

 

　市民、団体および行政の適切な役割分担と連

携による持続的な発展を図るため、市民の潜在

力や市民活動の活性化に貢献する活動を実施す

る団体を支援します。 

 

 

 

 

地域の健全な発展および自治の振興を図るため、

地区所有施設整備事業、村おこし・地域づくり

事業などを行う地区、または地域住民で組織す

る団体を、各市民局の判断により支援します。 

○「市民力活性化推進プロジェクト」補助金 

【総務費】 800万円 

 

 

 

 

 

 

○「市民協働のまちづくり事業」補助金 

【総務費】 1,800万円 

 

 

敦賀市、小浜市、舞鶴市、宮津市、京丹後市、

豊岡市の６市が参加する「若狭・丹後・但馬　

中日本海交流会議」を、平成20年度は官民をあ

げて京丹後市で開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　中国亳州市へ中学生を派遣し、友好交流関係

にある亳州市の学生との交流会やホームステイ、

中国の歴史遺産の見学などを実施する。（参加対

象者数20人、５泊６日予定） 

●「中日本海交流会議」　【総務費】 27万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「青少年海外派遣」【教育費】336万円 

 

 

 

 

 

　防災行政無線の戸別受信機を大宮町、網野町、

弥栄町および久美浜町の各世帯に無償配布し、

６月ごろの本格運用をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　八丁浜シーサイドパークの雨水排水施設・園

路広場・植栽工などを実施します。 

（平成元～20年度） 

 

 

 

道路改良（15路線）　　　　　1億5,778万円 

辺地対策道路（１路線） 　　　　2,053万円 

過疎対策道路（５路線) 　　　　　6,731万円 

地方道路臨時交付金事業（４路線） 

　　　　　　　　　　　　　　　3億4,450万円 

 

 

 

　水害などから市民の生命および財産を守るため、

河川施設などの改修を行い、災害・事故などの

防止を図ります。 

 

 

 

 

　水不足が懸念される網野町および大宮町給水

区域への水融通を行うための施設整備に対して、

合併特例債を活用して資金支援します。 

○「防災行政無線」整備 

【消防費】5億5,337万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「八丁浜シーサイドパーク」整備 

【土木費】 6,900万円 

 

 

 

 

 

○「道路改良」事業 【土木費】5億9,012万円 

 

 

 

 

 

 

 

○「河川改修」事業　　【土木費】2,950万円 

 

 

 

 
 

○「水道事業会計出資金」 
【衛生費】 2億4,000万円 

 

税務共同化の推
進と 

後年度の財政負
担を軽減 

水害などに対す
る安全を確保と

 

防災行政無線（
戸別受信機）の全域

整備 

　　　　　　　
　　　　　　　

を完遂 

 

若狭・丹後・但
馬の６市による

 

官民をあげての
交流会議を開催

 

 

 

　学校の放課後および長期休業期間中の家庭保

育に欠ける児童の健全な育成を図るため、市内

８か所で放課後児童クラブを運営します。（小学

校１～３年生が対象） 

 

 

 

 

　老朽化が著しい網野中学校管理棟の改築経費。

（平成18年度～20年度） 

○「放課後児童健全育成」事業 

【民生費】4,576万円 

 

 

 

 

 

 

○「網野中学校管理棟」改築経費 

【教育費】 7,084万円 

災害に強く、快適で暮らしやすい 
うるおい安全都市 Ⅵ 

共に築き、結び合う 
パートナーシップ都市 Ⅴ 

昨年度は、１回目となる「若狭・丹後・但

馬　中日本海交流会議」を小浜市で開催。 

今年度は、京丹後市で開催し、官民あげて

交流を深めます。 

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
を 

各
世
帯
へ
無
償
配
布 

 

平成20年4月 平成20年4月 

予
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予
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情報通信基盤を整備 



　
次
代
を
担
う
若
者
の
理
科
や
数
学
へ
の
興
味
・
関
心
を
実

験
や
観
察
を
通
じ
て
育
成
し
よ
う
と
、
二
月
二
十
二
日
、
網

野
高
等
学
校
（
高
倉
宏
尚
校
長
・
五
百
八
十
四
人
）
が
、「
サ

イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
京

都
工
芸
繊
維
大
学
京
丹
後
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
同
取
り
組
み
は
、
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、
市
と
包
括

協
定
を
結
ぶ
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
教
授
を
講
師
に
招
き
、

昨
年
七
月
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
実
施
。
遺
伝
子
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
繊
維
な
ど
の
疑
問
を
実
験
を
通
じ
て
解
明
し
、
最
先

端
技
術
へ
の
知
的
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
同
校
一
年
の
生
徒
四
十
人
が
、
Ｃ
Ｄ
ケ
ー
ス
や

ゴ
ム
ボ
ー
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
使
わ
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
合
成
繊
維
に
つ
い
て
学
習
。
液
体
ち
っ
素
な
ど
に
よ

る
温
度
変
化
で
、
固
さ
や
弾
力
が
変
化
す
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
実
験
に
、
生
徒
は
「
と
て

も
楽
し
い
実
験
ば
か
り
だ
っ
た
。
大
学
に
進
学
し
て
、
も
っ

と
多
く
の
こ
と
を
勉
強
し
た
い
」
と
科
学
へ
の
興
味
を
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

さまざまなアイデアを提案 

学生の新たな視点で 

　
都
市
部
の
学
生
が
新
た
な
視
点
と

発
想
で
、
漁
村
が
持
つ
潜
在
的
資
源

の
発
掘
や
観
光
需
要
な
ど
の
課
題
を

調
査
し
、
新
た
な
地
域
振
興
に
つ
な

げ
る
契
機
と
す
る
『
「
海
業
（
う
み

ぎ
ょ
う
）
」
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ

ー
チ
（
市
場
調
査
）
調
査
結
果
報
告

会
』
（
主
催
・
京
丹
後
市
海
業
振
興

協
議
会
）
が
三
月
二
日
、
ア
ミ
テ
ィ

丹
後
（
網
野
町
網
野
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
漁
業
と

観
光
業
を
結
び
つ
け
た
新
た
な
産
業

と
し
て
、
市
で
は
「
海
業
」
の
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

兵
庫
県
立
大
学
経
済
学
部
と
連
携
し
、

漁
業
関
係
者
、
観
光
客
へ
の
聞
き
取

り
調
査
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
都
市
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
。
魚
価
の
低
下
、
消
費
量

の
減
少
、
地
元
鮮
魚
の
観
光
客
へ
の
魅
力
発

信
な
ど
、
調
査
対
象
ご
と
に
テ
ー
マ
を
絞
り

込
み
、
デ
ー
タ
を
整
理
し
ま
し
た
。 

　
報
告
会
で
は
、
は
じ
め
に
ア
ミ
タ
㈱
持
続

可
能
経
済
研
究
所
の
田
村
典
江
主
任
研
究
員

に
、
府
内
漁
業
の
現
状
と
海
業
の
可
能
性
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、

学
生
か
ら
一
年
間
を
通
じ
て
得
た
デ
ー
タ
と

と
も
に
、
新
た
な
可
能
性
と
し
て
六
事
業
を

紹
介
。
市
外
の
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介

類
と
の
差
別
化
（
ブ
ラ
ン
ド
化
）
や
、
豊
か

な
海
産
資
源
の
存
在
を
多
く
の
観
光
客
へ
伝

え
る
た
め
の
魚
料
理
専
門
店
、
屋
台
村
の
設

営
や
、
海
産
物
だ
け
で
な
く
地
元
産
農
産
物

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
海
弁
（
う
み
べ
ん
）

の
開
発
な
ど
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

　
報
告
を
終
え
た
学
生
た
ち
は
「
漁
へ
の
同

行
や
座
談
会
を
通
じ
た
調
査
で
、
漁
業
者
、

仲
買
人
の
み
な
さ
ん
の
漁
業
振
興
に
対
す
る

真
剣
な
思
い
を
感
じ
た
。
今
後
は
、
業
種
の

枠
を
超
え
た
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
を
展
開
し

て
ほ
し
い
」
、
「
調
査
を
通
じ
て
、
丹
後
の
魅

力
を
知
り
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

液体ちっ素を使った科学実験 

科学への知的探究心を育成 科学への知的探究心を育成 

※平成20年２月22日時点校長名・生徒数 

（上写真）定置網漁の視察 

（右下）兵庫県立大学の学生 

　　　　による調査結果の報告会 

大
学
生
の  

　
と   

　
　
に
よ
る 

京
丹
後
市
で
の
新
た
な 

　
　
　
　
　
へ
の
挑
戦 

知 

発
想 

事
業
展
開 

地
域
資
源
を
活
用
し
た 

　
起
業
ア
イ
デ
ア
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

地
域
資
源
を
活
用
し
た 

　
起
業
ア
イ
デ
ア
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

         

　
京
丹
後
市
と
連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し

て
い
る
「
国
立
大
学
法
人
　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
」
と
の
協

働
に
よ
り
、
起
業
ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
「
京
丹
後
市
起
業

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
競
技
会
）
」
の
最
終
審
査

会
を
二
月
二
十
七
日
、
同
大
学
京
丹
後
キ
ャ
ン
パ
ス
（
網
野

町
網
野
）
で
開
催
し
、
同
大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
ア
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
本
市
の
自
然
や
文

化
・
伝
説
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
振

興
に
向
け
ど
の
よ
う
な
起
業
が
で
き
る
の
か
、
若
者
の
智
恵

や
発
想
を
活
か
そ
う
と
、
同
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
初
め
て

実
施
。
昨
年
八
月
か
ら
同
大
学
の
三
回
生
以
上
と
大
学
院
生

の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
二
度
に
わ
た
り
来
丹
さ
れ
、
ち
り

め
ん
の
加
工
工
程
の
見
学
や
農
園
、
観
光
施
設
な
ど
の
視
察

に
よ
り
、
地
域
資
源
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
へ
の
可
能
性

や
課
題
を
探
る
中
で
、
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
最
終
選
考
会
で
は
、
応
募
総
数
二
十
件
の
う
ち
、
同
大
学

で
の
一
次
審
査
を
通
過
し
た
七
件
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
食
を
通
じ
て
京
丹
後
市
へ
の
誘
客
を
め
ざ
す
「
田
舎
生
活

体
験
日
帰
り
ツ
ア
ー
」
や
、
天
然
水
を
使
用
し
て
九
条
ね
ぎ

な
ど
を
栽
培
し
、
安
心
・
安
全
な
野
菜
を
提
供
す
る
「
京
野

菜
の
水
耕
栽
培
事
業
」
な
ど
、
京
丹
後
市
の
特
徴
を
捉
え
た

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
報
告
。
特
賞
に
は
、
丹
後
ち
り
め
ん
を

活
用
し
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
兼
ね
備
え
た
エ
コ
バ
ッ
グ
が
受

賞
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
今
後
、
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
使
っ
て
起
業
に
向

け
て
取
り
組
む
企
業
を
募
る
と
と
も
に
、
大
学
と
の
連
携
を

図
り
、
ア
イ
デ
ア
に
磨
き
を
か
け
る
た
め
の
共
同
研
究
を
推

進
し
、
地
元
企
業
の
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
発
展
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

間
人
底
曵
網
漁
業
女
性
の
会

間
人
底
曵
網
漁
業
女
性
の
会 

間
人
底
曵
網
漁
業
女
性
の
会

間
人
底
曵
網
漁
業
女
性
の
会 

間
人
底
曵
網
漁
業
女
性
の
会 

　
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が
主
催
す
る
「
第
十
三
回
全

国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
（
流
通
・
消
費
拡
大
部
門
）」

で
、
「
間
人
の
モ
ヤ
せ
ん
べ
い
」
な
ど
、
地
元
海
産
物
を
活

用
し
た
加
工
品
の
開
発
に
取
り
組
む
「
間
人
底
曵
網
漁
業
女

性
の
会
」
（
田
中
郁
代
代
表
・
八
人
）
の
み
な
さ
ん
が
、
水

産
庁
長
官
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
地
元
の
海
の
幸
を
活
か
し
た
土
産
物
づ
く
り
な
ど
の
活
動

に
つ
い
て
、
同
会
の
田
中
代
表
に
お
う
か
が
い
し
ま
し
た
。 

　
間
人
の
海
は
、
カ
レ
イ
や
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

海
の
幸
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
海
の
幸
を
お
土
産
と
し

て
、
多
く
の
観
光
客
の
か
た
に
紹
介
し
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
手
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
た
お
土
産
と

し
て
、
「
間
人
の
モ
ヤ
せ
ん
べ
い
」
の
生
産
の
定
着
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
エ
ッ
チ
ュ
ウ
バ
イ
（
巻
き
貝
）
を
使
用

し
た
炊
き
込
み
ご
飯
の
素
セ
ッ
ト
や
、
ハ
タ
ハ
タ
の
佃
煮
の

商
品
化
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。 

間
人
の
海
の
恵
み
を

間
人
の
海
の
恵
み
を 

全
国
の
み
な
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す

全
国
の
み
な
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す 

間
人
の
海
の
恵
み
を 

全
国
の
み
な
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す 

水産庁長官賞を受賞される「間人

底曵網漁業女性の会」の佐々木直

実さん（左）と吉田温子さん（右） 

写真＝京都府水産事務所提供 

地域が一体となった海業振興への新たな挑戦！ 地域が一体となった海業振興への新たな挑戦！ 

漁村が持つ潜在的魅力を再発見 漁村が持つ潜在的魅力を再発見 

平成20年4月 平成20年4月 

海
　
　
　
業 

産
学
官
連
携 



　
元
弥
栄
町
議

会
議
員
の

田

仙
也
さ
ん
（
弥
栄
町
吉
沢
）
が
、
「
旭
日
單
光
章
」
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。 

　

田
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
に
弥
栄
町
議
会
議

員
に
初
当
選
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
ま
で
連
続
四
期

十
六
年
間
在
職
。
昭
和
四
十
六
年
五
月
〜
昭
和
五
十
年
四

月
ま
で
町
議
会
副
議
長
と
し
て
、
続
い
て
同
年
五
月
〜
昭

和
五
十
四
年
四
月
ま
で
町
議
会
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長

と
し
て
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
方
自
治
の
伸
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
過
疎
バ
ス
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
の
と
き
に

は
、
バ
ス
定
期
路
線
の
赤
字
に
よ
り
、
民
間
バ
ス
会
社
の

路
線
休
廃
止
に
対
し
、
住
民
の
利
便
性
や
移
動
手
段
の
確

保
の
た
め
、
府
内
で
初
と
な
る
町
営
バ
ス
の
自
主
運
行
に

も
貢
献
。
さ
ら
に
、
奥
丹
後
養
老
施
設
組
合
満
寿
園
長
と

し
て
、
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
福
祉
施
設
の
必
要
性
を
訴

え
、
ま
た
施
設
の
共
同
部
屋
を
個
人
部
屋
へ
改
修
す
る
な

ど
、
人
権
尊
重
を
心
が
け
た
質
の
高
い
介
護
の
提
供
と
、

職
員
と
の
協
力
に
よ
る
施
設
運
営
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、

そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
本
市
の
機
械

金
属
業
を
リ
ー

ド
さ
れ
る
㈱
日

進
製
作
所
（
錦
織

代
表
取
締
役
社
長
）
が
、
地
域
の
消

防
団
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
事
業
所
と
し
て
、
全
国

十
三
事
業
所
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
、
「
平
成
十
九
年
度
消

防
団
等
地
域
活
動
表
彰
」
の
「
事
業
所
表
彰
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

　
近
年
、
産
業
・
就
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
り
消
防
団

員
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
中
、
市
の
中
心
産
業
の

一
翼
を
担
う
同
社
で
は
、
防
災
危
機
管
理
に
対
す
る
深
い

理
解
と
、
地
域
へ
の
社
会
貢
献
を
経
営
理
念
と
す
る
活
動

を
実
践
。
有
事
の
際
に
は
、
消
防
団
に
所
属
す
る
社
員
の

か
た
の
緊
急
出
動
を
労
使
協
約
の
中
で
定
め
る
ほ
か
、
休

日
・
夜
間
の
消
防
団
の
訓
練
や
防
火
活
動
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
認
め
、
夏
季
の
消
防
操
法
訓
練
に
は
、
勤
務
体
制

の
調
整
な
ど
の
配
慮
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

消
防
団
経
験
者
の
か
た
を
中
心
に
自
衛
消
防
隊
を
組
織
。

近
隣
火
災
に
出
動
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
防
災
に
欠
か
せ
な

い
地
域
に
密
着
し
た
企
業
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

故　岡 重和さん 

田仙也さん 

　
元
小
学
校
長

の
故
岡

重
和

さ
ん
（
丹
後
町
徳
光
）
が
「
正
六
位
」
に
叙
さ
れ
ま
し

た
。 

　
岡

さ
ん
は
、
昭
和
十
二
年
四
月
の
京
都
府
与
謝
郡

岩
屋
尋
常
高
等
小
学
校
代
用
教
員
を
振
り
出
し
に
、
三

十
九
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
教
育
現
場
に
お
い
て
優
れ

た
教
育
実
践
を
積
ま
れ
、
大
き
な
実
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。 

 

特
に
小
学
校
長
と
し
て
昭
和
四
十
二
年
か
ら
の
十
一

年
間
、
教
育
に
対
す
る
誠
実
で
強
い
情
熱
と
豊
か
な
識

見
お
よ
び
精
勤
で
卓
越
し
た
指
導
力
に
よ
り
、
学
校
教

育
環
境
の
整
備
や
教
育
力
の
向
上
の
た
め
、
献
身
的
な

努
力
を
続
け
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
二
年
間
に
わ
た
り
、

網
野
町
社
会
教
育
委
員
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
退
職
後

の
昭
和
五
十
四
年
四
月
か
ら
三
年
間
、
丹
後
町
豊
栄
地

区
公
民
館
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
地
域
社
会
教
育
の
推

進
に
大
い
に
ご
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
叙
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

㈱日進製作所で組織される

自衛消防隊 

友好 
都市 

漢方薬などを展示した「中国亳州市展」 

（写真はアミティ丹後での事前展示） 

中
国
訪
問
の
成
果
を

中
国
訪
問
の
成
果
を 

　
　
　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
有

　
　
　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
有 

中
国
訪
問
の
成
果
を 

　
　
　
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
有 

　
本
市
と
友
好
都
市
提
携
を
結
ぶ
中
国
安
徽
省
（
あ
ん
き
し
ょ
う
）
亳
州
市
（
は
く
し

ゅ
う
し
）
と
の
交
流
促
進
に
加
え
、
中
国
か
ら
の
観
光
客
誘
致
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
昨

年
十
一
月
に
「
京
丹
後
市
公
式
訪
問
団
」（
団
長
・
中
山
市
長
、
十
五
人
）
が
亳
州
市
と

中
国
の
首
都
・
北
京
市
を
訪
問
。
そ
こ
で
得
た
成
果
を
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
有

し
、
観
光
産
業
を
は
じ
め
、
地
域
振
興
に
活
か
そ
う
と
、
二
月
二
十
六
日
、
ア
ミ
テ
ィ

丹
後
（
網
野
町
網
野
）
で
「
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

観光客受け入れのための相互連携と文化交流 

について市民のみなさんと成果を共有した「報告会」 

　
ア
ジ
ア
圏
か
ら
日
本
へ
訪
れ
る
観
光
客
が
多

い
中
、
本
市
に
お
い
て
も
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
誘
致
を
視
野
に
入
れ
、
特
色
あ
る
豊
富
な
観

光
資
源
を
活
か
し
、
丹
後
の
観
光
・
交
流
の
活

性
化
に
つ
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、

十
一
月
の
中
国
・

北
京
市
と
亳
州
市

へ
の
訪
問
で
は
、

文
化
交
流
に
加
え
、

本
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ

と
と
も
に
、
中
国

か
ら
の
観
光
客
誘

致
を
要
請
。
こ
の

成
果
を
、
広
く
市

民
の
み
な
さ
ん
と

共
有
す
る
た
め
「
報

告
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
報
告
会

で
は
、
訪
問
団
の

メ
ン
バ
ー
が
、
中

国
の
か
た
が
丹
後
の
海
、
山
、
着
物
な
ど
に
大

き
な
興
味
・
関
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
、
郷
土

料
理
の
実
演
や
浴
衣
の
着
付
け
を
行
っ
た
亳
州

市
で
の
文
化
交
流
は
大
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
を
、
訪
中
の
際
の
映
像
と
と
も
に
報
告
。
ま
た
、

関
係
機
関
か
ら
参
加
い
た
だ
い
た
沖
田
京
丹
後

市
商
工
会
長
、
大
町
丹
後
観
光
協
会
連
絡
協
議

会
会
員
が
、
北
京
市
で
の
観
光
関
連
機
関
に
対

す
る
観
光
Ｐ
Ｒ
の
成
果
や
、
今
後
、
観
光
産
業

を
よ
り
積
極
的
に
振
興
す
る
う
え
で
取
り
組
む

べ
き
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
や
自
治

体
主
催
の
国
際
会
議
な
ど
を
手
掛
け
る
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱
の
渡
邊
光
さ
ん
が
、「
外
国
人

観
光
客
の
誘
致
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
」
に
つ

い
て
講
演
。
来
場
者
の
み
な
さ
ん
は
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、

本
市
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
一
層

進
め
、
一
層
の
観
光
振
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

友
好
都
市
の
魅
力
を
知
る

友
好
都
市
の
魅
力
を
知
る 

亳
州
市
記
念
文
物
を
展
示

亳
州
市
記
念
文
物
を
展
示 

友
好
都
市
の
魅
力
を
知
る 

亳
州
市
記
念
文
物
を
展
示 

　
中
国
有
数
の
漢
方
の
都
で
あ
る
と
と
も
に
、

道
教
の
祖
と
い
わ
れ
る
老
子
、
三
国
志
・
魏
の

英
雄
で
あ
る
曹
操
（
そ
う
そ
う
）
な
ど
、
歴
史

上
の
人
物
の
故
郷
で
も
あ
る
亳
州
市
の
魅
力
に

触
れ
、
友
好
都
市
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
こ

う
と
「
中
国
亳
州
市
展
」
を
二
月
二
十
七
日
〜

翌
月
五
日
ま
で
の
期
間
、
市
役
所
で
開
催
し
ま

し
た
。 

　
同
展
で
は
、
杜
仲
（
と
ち
ゅ
う
）
や
黄
蓮
（
お

う
れ
ん
）
の
根
な
ど
を
乾
燥
し
た
漢
方
薬
を
は

じ
め
、
亳
州
市
の
ま
ち
な
み
を
伝
え
る
写
真
パ

ネ
ル
や
記
念
文
物
な
ど
、
約
百
点
を
展
示
。 

　
市
役
所
へ
訪
れ
る
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、

亳
州
市
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。 

中国公式訪問団報告会を開催 中国公式訪問団報告会を開催 

平成20年4月 平成20年4月 

国

際

交

流 

表
彰
・
叙
勲 



ま
ち
づ
く

ま
ち
づ
く
り

　
　
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　
　
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ 

の
ま
ち
づ
く
り
を 

　
　
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ 

市
民
起
点 

　
透
明
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め

る
た
め
、
市
職
員
以
外
の
第
三
者
で
構
成

す
る
行
政
評
価
委
員
会
（
新
川
達
郎
委
員
長
・

五
人
）
か
ら
、
市
が
行
う
事
業
に
対
す
る

初
め
て
の
外
部
評
価
を
い
た
だ
き
、
二
月

二
十
五
日
に
市
役
所
に
お
い
て
、
評
価
結

果
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
効
率
的

で
透
明
性
の
高
い
行
財
政
運
営
を
め
ざ
し
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
本
格
的
に
市
職
員
に

よ
る
事
務
事
業
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
同
評
価
の
実
効
性
を

確
保
し
、
よ
り
有
効
な
評
価
と
す
る
た
め
、

有
識
者
で
組
織
す
る
行
政
評
価
委
員
会
を

昨
年
十
月
に
設
置
。
昨
年
八
月
に
市
民
の

み
な
さ
ん
三
千
二
百
人
を
対
象
に
実
施
し

た
「
市
の
仕
事
『
満
足
度
』
調
査
」
の
対

象
事
業
の
中
か
ら
二
十
二
事
業
に
つ
い
て
、

市
民
の
視
点
か
ら
客
観
的
に
評
価
い
た
だ

き
ま
し
た
。
評
価
報
告
で
は
、
上
限
二
百

円
バ
ス
の
運
行
や
、
健
康
づ
く
り
啓
発
事

業
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
る

一
方
、
敬
老
会
や
有
機
農
業

奨
励
補
助
金
の
内
容
な
ど
に

お
い
て
、
見
直
し
を
求
め
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
同
委
員
会
か
ら

は
「
報
告
書
を
熟
読
い
た
だ
き
、

市
の
運
営
に
十
分
に
活
用
い

た
だ
き
た
い
」
と
提
言
が
あ
り
、

中
山
市
長
は
「
市
民
本
位
の

政
策
を
進
め
る
う
え
で
、
内

容
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
て

い
き
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

よ
り
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
む
け
、
市
職
員
の
意
識
改
革
や
自
主

的
活
動
を
推
奨
す
る
「
Ｔ
Ａ
Ｎ
５
（
タ
ン
ゴ
）

リ
ン
ピ
ッ
ク
」（
全
庁
的
業
務
改
革
改
善
運

動
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
同
運
動
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
全
庁

で
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
運
動
の
成
果
・

効
果
を
全
職
員
が
共
有
し
、
全
庁
的
に
改

革
改
善
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
質
の
高
い
組
織
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。 

　
平
成
十
九
年
度
に
実
施
し
た
取
り
組
み

テ
ー
マ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

Ｔ
Ａ
Ｎ
５
リ
ン
ピ
ッ
ク 

市
民
満
足
度
の
高
い 

　
組
織
づ
く
り
を
加
速 

市
民
の
視
点
か
ら 

市
の
事
業
を 

      

初
め
て
外
部
評
価 

詳しい評価内容は、市民局で閲覧できるほか、

市ホームページからもご覧いただけます 

http://www.city.kyotango.kyoto.jp

取り組みテーマ 

美観活動等の推進について　　　　　【社会教育課】 

大整理!!劇的ビフォーアフター 

～電子フォルダ及びファイル整理による業務効率の向上を目指して～ 

【総合戦略課／行財政改革推進課／企画推進課】 

窓口サービスアップ運動２ 

～お客さまの待ち時間を少なくしましょう!!～ 

【峰山市民福祉課】 

親切、丁寧な窓口対応を目指して【大宮地域事業課】 

「安心・安全」をささえる消防を目指して 

～１秒でもムダにしないために出来ること～ 

【消防本部】 

コミュニケーション図り隊 

～職員間信頼構築・業務改善特殊意思感情思考伝達促進手段～ 

【環境推進課】 

家族が笑顔で過ごせる時をつくるために 

～在宅ケアチームの取り組みについて～ 

【久美浜病院久美浜訪問看護ステーション／大宮市民福祉課】 

穿刺トラブル減少を目指して　　【弥栄病院透析室】 

エコ・ドライブによる燃費改善 

【弥栄病院訪問看護ステーションふれあい・訪問リハビリテーション事業所】 

EM菌活用による給食棟等の経費節減 

【弥栄病院環境改善グループ】 

職員玄関を心地よく　　【弥栄病院地域医療連携室】 

１割のコスト削減を目指して【弥栄病院手術・中央材料室】 

中庭クリーン活動　　　　　　　【弥栄病院森岡組】 

四季のお花で癒しの一時を　【弥栄病院療養型病棟】 

※詳しい取り組みの内容については、京丹後市ホームページでご覧いただけます（http:// www.city.kyotango.kyoto.jp ） 

各部局がそれぞれの 

取り組み概要をホームページで 

　　　　　　わかりやすく紹介 

「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
発
足

「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
発
足 
「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
発
足 

助けあい 
支えあい 
助けあい 
支えあい 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
互
い
に
助
け
あ
い
、

支
え
あ
う
福
祉
社
会
の
充
実
に
向
け
、
具

体
的
施
策
の
実
施
を
検
討
す
る
「
支
え
合

い
の
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
を
二
月

二
十
六
日
に
発
足
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
課
題
に
地
域
全
体
で
取

り
組
む
体
制
づ
く
り
を
進
め
よ

う
と
、
昨
年
三
月
に
「
京
丹
後

市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
。

同
計
画
に
定
め
る
福
祉
施
策
の

具
体
的
な
実
施
に
向
け
調
整
や

働
き
か
け
を
行
う
「
支
え
合
い

の
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

（
幾
田
章
宏
委
員
長
・
七
人
）

の
第
一
回
会
議
を
峰
山
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
杉
谷
）

で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
は
、
福
祉
団
体
や

自
治
会
関
係
者
な
ど
、
地
域
で

福
祉
に
携
わ
る
か
た
で
構
成
。

市
民
の
か
た
の
視
点
か
ら
優
先

度
の
高
い
福
祉
テ
ー
マ
を
選
定

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
具
体
策

を
検
討
・
立
案
、
施
策
へ
の
反

映
を
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

　
こ
の
日
、
中
山
市
長
は
「
だ

れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
行
政
と
し
て

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
支
え
合
い

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
気
運
を

醸
成
す
る
た
め
、
具
体
的
に
施

策
を
検
討
い
た
だ
き
、
実
施
に

つ
な
が
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
「
具

体
的
施
策
の
検
討
に
あ
た
り
、

説
明
の
た
め
関
係
機
関
へ
会
議

へ
の
出
席
を
求
め
て
は
ど
う
か
」、

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
へ

の
施
策
の
周
知
を
も
っ
と
積
極

的
に
行
う
べ
き
」
な
ど
の
声
が

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
、
同
会
議
で
は
、
多
岐

に
わ
た
る
福
祉
課
題
の
中
か
ら

検
討
テ
ー
マ
を
二
〜
三
つ
絞
り

込
み
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
福
祉

施
策
の
実
現
の
た
め
会
議
を
重

ね
、
約
一
年
間
を
か
け
て
福
祉

関
係
団
体
な
ど
へ
の
提
言
を
策

定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

市民共生の地域づくりに向け 
　　　　　具体的施策を検討 

市民共生の地域づくりに向け 
　　　　　具体的施策を検討 
市民共生の地域づくりに向け 
　　　　　具体的施策を検討 

　
市
で
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
大
規

模
災
害
に
備
え
、
医
療
や
輸
送
、
復
旧
な
ど
、

災
害
応
援
協
定
を
結
ぶ
各
団
体
に
対
し
、

迅
速
・
効
果
的
な
応
援
活
動
を
求
め
る
連

携
体
制
を
強
化
し
よ
う
と
、
二
月
二
十
八
日
、

「
京
丹
後
市
災
害
時
応
援
協
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」
を
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。 

 

　
市
で
は
、
防
災
マ
ッ
プ
の
配
布
や
避
難

基
準
の
明
確
化
、
地
域
と
連
携
し
た
避
難

訓
練
な
ど
、
減
災
へ
の
取
り
組
み
を
強
め

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
万
一
の
大
規
模
災

害
に
対
し
、
民
間
の
事
業
所
や
各
関
係
団

体
と
の
協
働
に
よ
る
迅
速
な
対
応
と
し
て
、

道
路
・
電
気
・
水
道
な
ど
の
復
旧
や
、
食
料
・

医
薬
品
な
ど
の
物
資
の
優
先
提
供
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
な
ど
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
く
「
災
害
時
応
援
協
定
」
を
三
十

六
団
体
と
締
結
し
て
い
ま
す
。（
二
月
二
十

八
日
時
点
） 

　
こ
の
日
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
峰

山
町
杉
谷
）
で
開
催
し
た
第
一
回
会
議
で

は
約
四
十
人
が
出
席
。
中
山
市
長
は
「
大

規
模
災
害
に
対
し
、
市
と
し
て
懸
命
な
災

害
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
迅
速

な
対
策
を
講
じ
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
関

係
団
体
の
み
な
さ
ん
と
意
見
や
情
報
を
交

換
し
、
連
携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
そ
の
後
、
各
団
体
の
防
災

へ
の
活
動
や
、
市
の
防
災
体
制
な
ど
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
同
会
議
で
は
、
情
報
交
換
を
行

う
た
め
定
期
的
に
開
催
し
、
ま
た
そ
の
ほ

か
の
団
体
へ
も
、
災
害
時
の
迅
速
な
対
応

を
図
る
連
携
の
た
め
、
参
加
団
体
を
通
じ

て
情
報
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

の
連
携
機
能
の
強
化
に
向
け

の
連
携
機
能
の
強
化
に
向
け 

の
連
携
機
能
の
強
化
に
向
け 

応
援
協
定
　
　

応
援
協
定
　
　 

団
体
と
の

団
体
と
の 

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
新
た
に
構
築

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
新
た
に
構
築 

応
援
協
定
　
　 

団
体
と
の 

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
新
た
に
構
築 大規模災害時の連携体制などについて 

情報交換を行ったネットワーク会議 

ともに生きる 

平成20年4月 平成20年4月 

ま
ち
づ
く
り 

安
心
・
安
全 



谷口　芙紗子さん 
（網野町小浜） 

 

早
い
も
の
で
私
も
二
十
歳
に
な
り
、
成

人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二

年
前
に
実
家
を
離
れ
て
大
阪
へ
行
き
、
医

療
事
務
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。 

医
療
事
務
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
、
病
院
の
受
け
付
け
の
人
が
や
さ

し
く
笑
顔
で
み
ん
な
に
接
し
て
い
る
の
を

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
見
て
い
る
う
ち
に
、
私

も
そ
う
い
う
人
に
な
り
た
い
な
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。 

二
年
間
の
勉
強
中
に
は
、
苦
労
し
た
り

難
し
く
て
い
や
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
先
生
や
友
達
の
支
え
が
あ
っ
て
、

何
と
か
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、
資
格

も
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

学
生
生
活
十
四
年
間
を
終
え
て
、
こ
れ

か
ら
は
社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

ま
だ
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

は
何
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
だ

れ
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
人
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
は
、
ふ
る
さ
と
京
丹
後
市
を
離
れ
て

生
活
し
て
い
ま
す
が
、
一
番
落
ち
着
い
て

好
き
な
町
は
京
丹
後
市
、
中
で
も
網
野
町

で
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
地
元
に
帰
っ
て
来
て
、

少
し
で
も
京
丹
後
市
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
京
丹
後
市
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
、
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。 

私
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
、
知
的
障
害

者
更
生
施
設
で
、
支
援
員
と
し
て
働
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
「
知
的
障
害
者
更
生
施
設
」
と
は
、

養
護
を
必
要
と
す
る
知
的
障
害
の
あ
る
か

た
の
生
活
訓
練
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
施
設
の
こ
と
で
す
。 

私
は
、
短
大
の
社
会
福
祉
学
科
に
所
属

し
て
お
り
、
そ
こ
で
高
齢
者
、
障
害
者
、

児
童
の
福
祉
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ

の
中
で
特
に
障
害
者
福
祉
に
興
味
を
持
っ

た
の
で
、
知
的
障
害
者
施
設
で
実
習
を
経

験
し
た
り
、
作
業
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
多
く

の
障
害
を
か
か
え
る
か
た
と
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
私
は
、
新
し
い
職
場
で
も
、
一

層
障
害
を
か
か
え
る
か
た
と
の
関
わ
り
を

大
事
に
し
、
と
も
に
成
長
し
て
い
こ
う
と

い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
よ
う
と
思
い
ま

す
。 私

は
、
障
害
が
あ
る
こ
と
が
そ
の
人
の

人
間
性
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
だ
れ
で
も
素
晴
ら
し
い
才
能
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
私
は
、
そ
の
才
能
を

発
揮
で
き
る
よ
う
手
伝
い
、
そ
の
人
の
可

能
性
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

仕
事
が
、
自
分
の
天
職
で
あ
る
と
思
え
る

よ
う
に
、
職
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

鍋嶋　しおりさん 
（網野町浅茂川） 

平成20年4月 平成20年4月 

成
　
人
　
式 

成
　
人
　
式 

笑顔いっぱいで節目の日を祝いました 

　
　
　
を
肌
で
感
じ
る
三
月
十
六
日
、「
平

成
二
十
年
京
丹
後
市
成
人
式
」
を
京
都
府

丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
催

し
、
り
り
し
い
は
か
ま
姿
や
あ
で
や
か
な

晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
約
六
百
七

十
人
が
成
人
の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
招
待
者
は
、
昭
和
六
十
二
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
生

ま
れ
の
八
百
二
十
人
。
会
場
で
は
、
色
と

り
ど
り
の
振
り
袖
姿
の
新
成
人
が
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
あ
い
な
が
ら
写
真
を

撮
り
あ
う
な
ど
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
式
典
は
、
新
た
な
門
出
を
祝
い
、
今
年

で
結
成
二
十
周
年
を
迎
え
た
丹
後
吹
奏
楽

団
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
力
強
い
演
奏
で
華

や
か
に
開
幕
。 

　
中
山
市
長
が
「
み
な
さ
ん
に
は
無
限
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
限
り
の
な
い
可
能

性
を
信
じ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
、

勇
気
を
持
っ
て
積
極
的
に
自
分
の
人
生
を

耕
し
、
切
り
拓
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

何
事
も
懸
命
に
、
無
我
夢
中
に
、
そ
し
て

継
続
的
に
取
り
組
む
、
努
力
す
る
、
こ
う

い
う
姿
勢
が
、
い
つ
か
き
っ
と
い
い
こ
と

を
呼
び
込
み
ま
す
。 

　
君
た
ち
の
思
い
や
希
望
を
新
し
い
時
代

に
思
い
切
り
熱
く
ぶ
つ
け
、
先
人
へ
の
感

謝
を
は
じ
め
、
多
く
の
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
な
が
ら
、
そ
の
上
に
君
た
ち
の
時
代

を
創
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。

ま
た
、
来
賓
か
ら
は
お
祝
い
と
温
か
い
激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
角
田

環
さ
ん
（
大
宮
町
奥
大
野
）
が
引
野
教
育

長
か
ら
記
念
品
を
授
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、

谷
口
芙
紗
子
さ
ん
（
網
野
町
小
浜
）
と
鍋
嶋

し
お
り
さ
ん
（
網
野
町
浅
茂
川
）
が
「
二

十
歳
の
主
張
」
と
題
し
、
新
た
な
門
出
の

決
意
を
力
強
く
宣
言
。 

　
ま
た
、
式
典
後
に
は
、
旧
町
ご
と
に
記

念
写
真
を
撮
る
な
ど
に
ぎ
や
か
に
思
い
出

話
し
に
花
を
咲
か
せ
、
節
目
の
日
を
存
分

に
喜
び
あ
い
ま
し
た
。
　 

春 春 

代
表
し
て
記
念
品
を
受
け
取
る
角
田
環
さ
ん
（
右
） 

あ
で
や
か
な
晴
れ
着
姿
で
会
場
が
彩
ら
れ
ま
し
た 



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
十
九
年
中
の
救
急
件
数
は
二
千
二
百 

 
 
 

九
十
六
件
で
、
前
年
に
比
べ
三
十
五
件
減
り
、

最
も
多
い
出
動
件
数
を
記
録
し
た
平
成
十
七

年
か
ら
二
年
連
続
減
少
し
ま
し
た
。 

事
故
種
別
ご
と
で
は
、
「
急
病
」
が
千
三

百
九
十
九
件
と
全
体
の
六
割
を
占
め
、
続
い

て
「
交
通
事
故
」
二
百
六
十
三
件
、
「
一
般

負
傷
」
二
百
九
十
四
件
、
そ
の
ほ
か
「
転
院
」、

「
自
損
」、「
労
災
」、「
加
害
」
な
ど
あ
わ
せ

て
三
百
四
十
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

月
別
に
み
る
と
、
八
月
が
最
多
の
二
百
九

十
八
件
、
次
い
で
一
月
の
二
百
一
件
、
三
月

の
百
九
十
九
件
、
十
一
月
の
百
九
十
七
件
と

続
き
、
最
も
少
な
か
っ
た
六
月
が
百
五
十
四

件
で
し
た
。 

ま
た
、
時
間
帯
別
で
み
る
と
、
最
も
多
い

の
が
午
前
八
時
か
ら
十
時
ま
で
の
二
百
七
十

三
件
で
、
午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の

二
百
六
十
五
件
、
午
後
六
時
か
ら
午
後
八
時

ま
で
の
二
百
六
十
件
と
続
き
、
午
前
八
時
か

ら
午
後
八
時
ま
で
の
十
二
時
間
に
千
五
百
五

十
四
件
と
全
体
の
七
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。 

町
別
で
は
、
網
野
町
が
最
も
多
く
六
百
三

十
三
件
、
峰
山
町
五
百
十
七
件
、
久
美
浜
町

四
百
四
件
と
続
き
ま
す
。 

平
均
す
る
と
、
一
日
あ
た
り
の
出
動
件
数

は
六
・
二
九
件
、
一
月
あ
た
り
の
出
動
件
数

は
一
九
一
・
三
件
と
な
り
ま
す
。 

搬
送
人
員
は
、
二
千
百
七
十
五
人
で
、
前

年
に
比
べ
七
十
人
減
少
し
ま
し
た
。
峰
山
消

防
署
（
本
署
）
が
そ
の
半
数
近
く
の
九
百
四

十
七
人
を
搬
送
、
網
野
分
署
が
五
百
八
十
六

人
、
久
美
浜
分
署
四
百
人
、
竹
野
川
分
遣
所

二
百
四
十
二
人
と
続
き
ま
す
。 

年
齢
別
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

の
か
た
が
千
二
百
六
十
二
人
と
全
体
の
六
割

近
く
を
占
め
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
関
係
機
関
と
の
よ
り
一
層
の

連
携
強
化
も
含
め
た
救
急
医
療
体
制
の
充
実

を
め
ざ
し
ま
す
。 

 
 

１日平均出動件数 

町別出動件数 

６.２９件 

・峰山町 
・大宮町 
・網野町 
・丹後町 
・弥栄町 
・久美浜町  
・管外 　　 

517件 
291件 
633件 
259件 
191件 
404件 
　1件　 

 

 

2,296
救急出動件数割合 

そのほか 

交通 交通 

一般負傷 一般負傷 

急病 急病 

1,399件 
61％ 

340件 
15％ 

294件 
13％ 

263件 
11％ 

2,296件 
救急出動件数 

【救急】 

件 

出
動
件
数
わ
ず
か
に
減
少 

平
成
十
九
年
中
に
指
令
室
で
取
り
扱
っ
た

災
害
な
ど
の
総
受
信
件
数
は
、
三
千
八
八
二

件
で
、
わ
ず
か
で
す
が
前
年
に
比
べ
七
五
件

増
加
し
ま
し
た
。 

火
災
や
救
急
な
ど
の
災
害
出
動
件
数
が
減

少
し
た
の
に
反
し
、
一
一
九
番
等
の
受
信
件

数
は
微
増
を
続
け
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
な

ど
か
ら
の
通
報
も
全
体
の
約
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
、
い
ち
早
い
災
害
場
所
の
特
定
が

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 3,882

【通信】 

件 

過去５年間の急病件数の割合 

（年） 

（
件
数
） 

1,079

1,903

1,224

2,066

1,465

2,375

15 17 1816 19

急病件数 

出動件数 

2,331 2,296

1,411 1,399

増
え
続
け
る
一
一
九
通
報 

麻
疹（
は
し
か
）に
つ
い
て
　 

み
な
さ
ん
、
今
回
の
一
口
メ
モ
は
春
先

に
多
い
麻
疹
（
は
し
か
）
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
麻
疹
は
、
非
常
に
感
染
力
が
強
く
、

空
気
感
染
（
空
気
中
の
病
原
体
を
吸
う
こ

と
で
感
染
）・
飛
沫
（
ひ
ま
つ
）
感
染
（
感

染
者
の
く
し
ゃ
み
・
咳
に
よ
っ
て
感
染
）・

接
触
感
染
（
感
染
者
と
直
接
・
間
接
的
に

接
触
す
る
こ
と
で
感
染
）
と
さ
ま
ざ
ま
な

感
染
経
路
が
あ
り
ま
す
。
三
八
度
程
度
の

発
熱
や
か
ぜ
症
状
で
は
じ
ま
り
、
数
日
間

発
熱
が
続
い
た
あ
と
に
一
旦
熱
が
下
が
っ
て
、

再
び
三
九
度
以
上
の
高
熱
と
と
も
に
発
疹
（
は

っ
し
ん
）
が
現
れ
ま
す
。
発
疹
は
そ
の
後

黒
ず
ん
だ
色
が
残
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
だ

い
た
い
一
か
月
く
ら
い
で
消
え
ま
す
。 

ま
た
、
発
症
中
は
、
下
痢
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
下
痢
は
、
体
内
の
水
分
が

多
く
排
出
さ
れ
る
た
め
、
特
に
乳
幼
児
の

脱
水
症
状
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

学
校
保
健
法
に
よ
り
、
熱
が
下
が
っ
て

三
日
を
経
過
す
る
ま
で
は
登
校
（
登
園
）

で
き
ま
せ
ん
。
高
熱
と
な
っ
て
体
力
を
消

耗
し
や
す
い
の
で
、
十
分
な
休
養
と
水
分
・

栄
養
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。 

 

救急救命士 

日下部 宣仁 

住宅用火災警報器などに関するお問い合わせは 
京丹後市消防本部予防課（℡ 62－5119）または、最寄の消防署まで。 
京丹後市消防本部ホームページもご覧ください。 http ://www.c ity .kyotango.kyoto . jp/kcfd/

 

水
難
事
故
が
大
幅
増
加 

平
成
十
九
年
中
の
救
助
出
動
は
四
十
五
件

で
、
前
年
に
比
べ
三
件
減
少
し
ま
し
た
が
、

遊
泳
中
に
沖
へ
流
さ
れ
る
な
ど
し
た
水
難
事

故
が
、
全
体
の
約
三
割
と
な
る
十
四
件
と
多

く
発
生
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
全
体
の
半

数
以
上
を
占
め
る
二
十
三
件
が
発
生
、
延
べ

九
十
人
の
活
動
に
よ
り
十
八
人
を
救
助
し
ま

し
た
。 

町別火災発生状況 

 
 

【救助】 

 

　45

 

 
 
 

平
成
十
九
年
中
に
発
生
し
た
火
災
は
二

十
四
件
で
、
前
年
に
比
べ
八
件
減
少
し
ま

し
た
。
特
に
、
建
物
火
災
が
七
件
減
少
の

十
七
件
と
な
り
、
焼
損
面
積
、
損
害
額
と

も
そ
れ
に
伴
い
減
少
し
ま
し
た
。 

火
災
が
多
く
発
生
し
た
月
は
八
月
、
十

二
月
で
、
そ
れ
ぞ
れ
六
件
で
し
た
。
ま
た
、

時
間
帯
別
で
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
の
間
に
全
体
の
約
七
割
と
な
る
十
七

件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

原
因
別
で
は
、『
こ
ん
ろ
』、『
配
線
器
具
』、

『
放
火
・
放
火
の
疑
い
』
が
各
三
件
、『
か

ま
ど
』、『
ス
ト
ー
ブ
』、『
灯
火
』、『
た
き

火
』
が
各
二
件
、
調
査
中
を
含
み
そ
の
ほ

か
の
原
因
に
よ
る
も
の
が
七
件
で
、
『
こ

ん
ろ
』
や
『
配
線
器
具
』
な
ど
身
の
ま
わ

り
に
あ
る
器
具
な
ど
を
正
し
く
取
り
扱
う

こ
と
が
火
災
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
一
般
住

宅
へ
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
に
つ
い
て
も
、
早
期

に
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
、
安
全
に
避
難

す
る
こ
と
で
死
傷
者
を
減
ら
せ
る
こ
と
か

ら
、
一
日
も
早
い
市
内
の
全
住
宅
へ
の
設

置
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

建 

物 

林 

野 

車 

両 

船 

舶 

そ 
の 
他 

全 
焼 

半 
焼 

部 
分 
焼 

ぼ 
や 

 峰山町 4 2 2 2 1,571
 大宮町 4 4 1 1 2 289
 網野町 5 5 1 2 2 4,658
 丹後町 3 1 1 1 3 1 1 12,025
 弥栄町 2 1 1 1 1,625
久美浜町 6 4 1 1 2 3 14,098
 合　計 24 17 0 2 1 4 6 3 4 9 34,266

損 害 見 積 
額 （千円）

件数 

火災種別 焼損棟数 

 

 

火災原因 

 ３件 配線器具 

こんろ  ３件 
※ 

※ 
　ガスこんろ、電気こんろなど　 

 放火・放火の疑い  ３件 

  13件 そのほか 

ストーブ  ２件 

件 

住宅火災による死亡原因の７割が「逃げ遅れ」
によるものです。京丹後市火災予防条例に基づ
き設置をお願いします。 

新規住宅は平成18年6月から 新規住宅は平成18年6月から 

すべての住宅に必要です 

悪質な訪問販売などには、十分にご
注意ください。 

住宅用火災警報器 住宅用火災警報器 

既存住宅は平成23年6月までに 既存住宅は平成既存住宅は平成23年6月までに 

北丹後大震災発生から80年目を迎えた昨年は、京丹後市を会場に大規模な京
都府総合防災訓練が行われました。近年日本各地で地震が頻発するなか、能登半
島地震や新潟中越沖地震の発生は記憶に新しいところですが、ここ京丹後市にお
いてもこうした大規模災害発生に備え、しっかりとした対策が求められるところ
です。 
消防本部といたしましても、より多くの市民のかたに幅広く防火・防災に関心

をもっていただけるよう、住宅用火災警報器の普及をはじめとした住宅防火対策
の推進や一昨年から制度化した「救マーク」制度のさらなる普及などを基本施策
とし、関係機関との一層の連携強化を図りながら市民の真の「安全・安心」を守
るため、一丸となって取り組んでまいります。 

堂田 孝二 

消防長 

身
近
な
出
火
原
因 【火災】 

24　件 

消防統計２００７ 

 

火災・救急・救助 

総務課　総務係　62-8119  
　　　　管理係　62-8129  
予防課  　　　　 62-5119

119 119 

平成20年4月 平成20年4月 

消
防
の
広
場 

消
防
の
広
場 



お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の 

医
療
費
の
個
人
負
担
は

医
療
費
の
個
人
負
担
は 

　
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん

　
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん 

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の 

医
療
費
の
個
人
負
担
は 

　
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん 

老人保健制度 
＜３月末まで＞ 

老人保健医療受給者のみなさんへ 

後期高齢者医療制度 
　　　　　　に変わりました 
後期高齢者医療制度 
　　　　　　に変わりました 

老人保健制度と後期高齢者医療制度との主な違い 

※被用者保険…政府管掌健康保険、健康保険組合、共済組合、船員保険など（社会保険） 

　
七
十
五
歳
以
上
の
か
た
と
、
一
定
の
障
害
の

あ
る
六
十
五
歳
〜
七
十
四
歳
ま
で
の
か
た
を
対

象
と
し
た
老
人
保
険
制
度
が
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
、
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
と
き
、

被
保
険
者
証
と
老
人
保
険
医
療
受
給
者
証
の
二

枚
が
必
要
で
し
た
が
、
今
後
は
、
新
た
に
一
人

に
一
枚
交
付
す
る
ピ
ン
ク
色
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
一
枚
の
み
、
窓
口
で
提
示

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
医
療
費
は
、
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と

同
様
に
、
一
割
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
現
役
並
み
の
所
得
の
あ
る
か
た
は
、

三
割
負
担
と
な
り
ま
す
。 

　
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の
自
己
負
担

限
度
額
や
入
院
時
の
食
事
代
な
ど
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
。 

　
一
か
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
は
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
額
を
払
い
戻
し
ま

す
。（
左
ペ
ー
ジ
・
表
１
参
照
） 

●
外
来
の
場
合
に
、
窓
口
で
ご
負
担
い
た
だ
く

金
額
が
外
来
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、

い
っ
た
ん
全
額
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
限

度
額
を
超
え
た
金
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て

後
か
ら
払
い
戻
し
ま
す
。 

●
入
院
の
場
合
に
は
、
入
院
の
限
度
額
ま
で
の

お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
入
院
中
の

食
事
代
を
除
き
、
す
べ
て
の
外
来
・
入
院
の

窓
口
負
担
は
、
世
帯
単
位
の
対
象
と
な
り
ま

す
。（
保
険
外
の
も
の
を
除
き
ま
す
） 

こ
れ
ま
で
ご
加
入
の
医
療
保
険
に
よ
り

こ
れ
ま
で
ご
加
入
の
医
療
保
険
に
よ
り 

保
険
料
の
納
め
方
が
異
な
り
ま
す

保
険
料
の
納
め
方
が
異
な
り
ま
す 

こ
れ
ま
で
ご
加
入
の
医
療
保
険
に
よ
り 

保
険
料
の
納
め
方
が
異
な
り
ま
す 

国
保
税
（
会
社
な
ど
の
被
用
者
保
険
料
）

国
保
税
（
会
社
な
ど
の
被
用
者
保
険
料
） 

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
へ
変
わ
り
、

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
へ
変
わ
り
、 

保
険
料
は
、

保
険
料
は
、 

個
々
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

個
々
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す 

た
だ
し
、
現
在
の
国
保
税
の
水
準
と
比
較
し
た
と
き
、

た
だ
し
、
現
在
の
国
保
税
の
水
準
と
比
較
し
た
と
き
、 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の 

　
　
水
準
は
下
が
る
試
算
で
す

　
　
水
準
は
下
が
る
試
算
で
す 

国
保
税
（
会
社
な
ど
の
被
用
者
保
険
料
） 

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
へ
変
わ
り
、 

保
険
料
は
、 

個
々
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す 

た
だ
し
、
現
在
の
国
保
税
の
水
準
と
比
較
し
た
と
き
、 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の 

　
　
水
準
は
下
が
る
試
算
で
す 医

療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き 

入
院
時
の
食
事
代
（
一
食
あ
た
り
） 

療
養
病
床
に
入
院
し
た
と
き 

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収 

二
枚
必
要
だ
っ
た
被
保
険
者
証
が

二
枚
必
要
だ
っ
た
被
保
険
者
証
が 

一
枚
の
被
保
険
者
証
に

一
枚
の
被
保
険
者
証
に 

　
　
　
新
た
に
変
わ
り
ま
し
た

　
　
　
新
た
に
変
わ
り
ま
し
た 

二
枚
必
要
だ
っ
た
被
保
険
者
証
が 

一
枚
の
被
保
険
者
証
に 

　
　
　
新
た
に
変
わ
り
ま
し
た 

　
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
は
、
食
費
の
標

準
負
担
額
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
表
２
参
照
） 

　
療
養
病
床
に
入
院
し
た
場
合
は
、
食
費
と

居
住
費
の
標
準
負
担
額
を
自
己
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
表
３
参
照
） 

●
入
院
医
療
の
必
要
性
の
高
い
か
た
（
人
工

呼
吸
器
や
静
脈
栄
養
な
ど
が
必
要
な
か
た
、

難
病
の
か
た
な
ど
）
は
、
食
費
の
み
自
己

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
同
制
度

の
対
象
に
な
る
か
た
全
員
が
、
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
前
年
中
の
所
得
が
一
定
以
下
で

あ
る
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る

た
め
、
平
均
的
な
保
険
料
は
こ
れ
ま
で
よ
り

安
く
な
り
ま
す
。 

 

　
原
則
と
し
て
、
年
金
の
受
給
額
が
年
間
十

八
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者
の
か
た
は
、
年

金
支
給
の
際
、
保
険
料
が
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
保

険
料
と
の
合
算
額
が
年
金
額
の
二
分
の
一
を

超
え
る
場
合
は
、
天
引
き
さ
れ
ず
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
で
の
納
入
（
普
通
徴
収
）

と
な
り
ま
す
。
普
通
徴
収
で
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
か
た
は
、
市
が
定
め
る
納
期
（
七

月
〜
翌
三
月
・
九
期
）
ま
で
に
、
納
入
通
知

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。（
表
４
参
照
） 

保
険
料
の
納
入
に
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す 

　
普
通
徴
収
に
よ
り
保
険
料
を
納
入
い
た
だ

く
か
た
は
、
預
貯
金
通
帳
、
届
出
印
を
持
っ

て
、
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
行

っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
度
は
、
国
民
健
康
保
険
や
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
本
人
、
そ

の
被
扶
養
者
ご
と
に
保
険
料
の
納
付
方
法
が

異
な
り
ま
す
。 

老人保健制度 
（平成20年３月まで） 

○75歳以上のかた 

○65歳～74歳までで一定の障害

があると市町村の認定を受け

られたかた 

国民健康保険または会社などの

被用者保険※に加入しながら老

人保健制度で医療を受給 

○国民健康保険加入者のかたは、

国民健康保険税として納付 

○被用者保険加入者のかたは、

各保険者へ納付（家族などの

被扶養者のかたは、保険料の

負担なし） 

国民健康保険または被用者保険

の保険証と、老人保健制度の医

療受給者証の２枚 

各市町村（京丹後市） 

○公費（国や府、市）…約５割 

○国民健康保険または被用者保

険の保険料…約５割 

 

 

対象となるかた 

（被保険者） 

医療保険制度について 

保険料 

医療機関に提示するもの 

運営主体 

制度の財源 

後期高齢者医療制度 
（平成20年４月から） 

○75歳以上のかた 

○65歳～74歳までで一定の障害

があると広域連合の認定を受

けられたかた 

国民健康保険または被用者保険

から脱退して、広域連合が行う

後期高齢者医療制度に加入 

○後期高齢者医療広域連合へす

べての被保険者のかたが個々

に納付（年金から天引き、も

しくは納付書などで納付） 

○被用者保険の被扶養者のかた

は、平成20年４月～９月まで、

保険料の負担はなく、10月～

21年３月までは均等割が９割

軽減され、加入から２年間は、

均等割保険料が５割軽減 

広域連合が交付する後期高齢者

医療制度の保険証１枚 

京都府後期高齢者医療広域連合

（京都府内の全市町村が加入） 

○公費（国や府、市）…約５割 

○後期高齢者支援金（現役世代

からの支援）…約４割 

○被保険者の保険料…約１割 

●低所得Ⅱ…世帯全員が住民税非課税であるかた 

●低所得Ⅰ…世帯全員が住民税非課税であって、世帯の所得が

一定基準以下のかた 

※現役並み所得のあるかたについては、医療費が267,000円を

超えた場合、超過額の１％を限度額に追加負担いただきます 

※（　）内は、限度額を超えた支給が年４回以上該当した場合

の４回目以降の額 

 

現役並み 

所得者 

一般 

低所得者 

 

 

 

 

Ⅱ 

Ⅰ 

外来（個人ごと） 

44,400円 

12,000円 

8,000円 

入　院 

80,100円※ 

（44,400円） 

44,400円 

24,600円 

15,000円 

世帯単位 

80,100円※ 

（44,400円） 

44,400円 

24,600円 

15,000円 

（表１）医療費が高額になったときの自己負担限度額 

（表２）入院時の食事代（１食あたり） 
一般（現役並み所得者を含む下記以外のかた） 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 

 

過去12か月の入院日数の合計が

90日以内のとき 

過去12か月の入院日数の合計が

90日を超えるとき 

260円 

210円 

160円 

100円 

（表３）療養病床に入院したときの自己負担額 
 

一般（現役並み所得者を含む下記以外のかた） 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 

　老齢福祉年金受給者 

１食あたりの食費 

460円※ 

210円  

130円  

100円

１日あたりの居住費 

320円 

320円 

320円 

0円 

※保険医療機関の施設基準などにより、420円の場合もあります 

前年の所得が確定して

いないため、４・６・

８月は仮に算定された

保険料額で納入いただ

きます。また、10・

12・２月は、確定し

た保険料額から仮徴収

分を差し引いた額を３

回に分けて納入いただ

きます 

（表４）特別徴収と普通徴収の納期 
 

４月（１期） 

10月（４期） 

 

６月（２期） 

 

12月（５期） 

 

８月（３期） 

２月（６期） 

特別徴収（仮徴収） 

特別徴収（本徴収） 

 

７月（１期） 

10月（４期） 

１月（７期） 

 

８月（２期） 

11月（５期） 

２月（８期） 

 

９月（３期） 

12月（６期） 

３月（９期） 

普通徴収の納期 

　詳しくは、京丹後市医療保険

課（ 69-0220）、または京都

府後期高齢者医療広域連合（京

都市下京区烏丸通四条下ル水銀

屋町620番地ＣＯＣＯＮ烏丸五

階 ・ 0 7 5 -

344-1202）へ、

お問い合わせく

ださい。 

平成20年4月 平成20年4月 

医
　
　
　
療 

医
　
　
　
療 



こんにちは！ 
保健師です 
こんにちは！ 
保健師です 
こんにちは！ 
保健師です 

参考文献：アメリカ精神医学会「精神疾患の診断・統計マニュアル　DSM-IV-TR」 

な
ぜ
、「
う
つ
病
」
を 

『
こ
こ
ろ
の
風
邪
』
と
い
う
の
？ 

う
つ
病
の
サ
イ
ン
と
は 

気
づ
か
れ
に
く
い
、
か
か
り
や
す
い 

高
齢
者
の
か
た
は
用
心
世
代 

「うつ病」など、心の病で自分自身が悩んでい

たり、周りにそのようなかたを見かけたら、迷わず、

早めに身近な人や専門家にご相談ください。さま

ざまな悩み事やストレスに感じていること、つら

いことなどは、口に出すことが解決への第一歩に

なります。話がまとまっていなくても気にせず、

ゆっくり少しずつ話してみましょう。市の保健師

もみなさんからのご相談をお待ちしています。 

■保健師からのお願い■ ■保健師からのお願い■ ■保健師からのお願い■ 

　お問い合わせ先 

　　●健康推進課（ 69-0350） 

　　●峰山市民局市民福祉課（ 69-0711） 

　　●大宮市民局市民福祉課（ 69-0712） 

　　●網野市民局市民福祉課（ 69-0713） 

　　●丹後市民局市民福祉課（ 69-0714） 

　　●弥栄市民局市民福祉課（ 69-0715） 

　　●久美浜市民局市民福祉課（ 69-0716） 

「うつ」は特別な病気でも治ら

ない病気でもありません。 

予防や改善方法について、正し

く理解することが大切です。 

「
う
つ
状
態
」
と
は 

　
い
く
つ
か
の
「
う
つ
病
」
を
疑
わ
せ
る
症

状
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
社
会
生
活
に
特
に

支
障
を
来
し
て
い
な
い
状
態
。
心
に
わ
だ

か
ま
り
が
あ
っ
て
、
気
分
が
晴
れ
晴
れ
し

な
い
状
態
。 

        

「
み
な
さ
ん
は
、
『
こ
こ
ろ
の
風
邪
』
ひ

い
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
そ
ん
な
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
語
り
）
で
最
後
を
し
め
く
く
る
「
う

つ
」
予
防
対
策
の
紙
芝
居
に
つ
い
て
、
本

紙
三
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
も
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
出
前
講
座

な
ど
で
、
一
度
は
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。 

私
た
ち
保
健
師
は
、
自
殺
の
要
因
の
一

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
「
う
つ
病
」
に
つ

い
て
の
知
識
お
よ
び
予
防
・
改
善
方
法
を

正
し
く
ご
理
解
い
た
だ
こ
う
と
、
紙
芝
居

を
手
づ
く
り
し
、
現
在
、
地
域
の
老
人
会

な
ど
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
を
中
心
と
し
た

集
会
の
場
へ
、
出
前
講
座
の
一
環
と
し
て

お
話
に
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
現
在
、
保
健
師
が
取
り
組
ん

で
い
る
「
う
つ
」
予
防
対
策
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。 

   

私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
、
も
と
も
と
持

っ
て
生
ま
れ
た
素
質
と
環
境
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
た
「
こ
こ
ろ
の
傷
つ
き
や
す
さ
」

を
持
っ
て
い
ま
す
。
通
常
は
何
気
な
く
過

ご
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
、
あ
る
一
定

以
上
の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
と
き
に
心
の

健
康
が
保
て
な
く
な
り
、「
う
つ
」
状
態
に

な
り
ま
す
。「
う
つ
」
状
態
に
な
る
と
、
気

分
が
重
く
な
り
、
夜
眠
れ
な
か
っ
た
り
、

食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、
元
気
に
普
段
ど

お
り
の
生
活
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

で
は
、
な
ぜ
「
う
つ
病
」
を
「
こ
こ
ろ

の
風
邪
」
と
表
現
す
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
、
熱
が
出
た
り
す
る
体
の
風
邪
は
「
風

邪
は
万
病
の
も
と
」
と
も
言
う
よ
う
に
、

放
っ
て
お
け
ば
悪
化
す
る
し
、
き
ち
ん
と

治
療
す
れ
ば
必
ず
治
る
病
気
で
す
。
身
近

な
人
が
風
邪
を
ひ
き
、
看
病
す
る
と
き
、

み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
ま
す

か
。
早
く
よ
く
な
る
よ
う
に
、
早
め
早
め

に
受
診
を
勧
め
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
口

に
し
、
あ
た
た
か
く
し
て
休
め
る
よ
う
に

気
を
配
り
、
そ
し
て
そ
ば
で
治
る
ま
で
優

し
く
見
守
っ
て
あ
げ
ま
す
よ
ね
。「
う
つ
病
」

の
か
た
へ
の
接
し
方
は
、
こ
の
体
の
風
邪

と
同
じ
よ
う
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
基
本

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
だ
れ
が
か
か
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
、
特
別
な
病
気
で
も
、

治
ら
な
い
病
気
で
も
な
い
身
近
な
病
気
と

い
う
意
味
か
ら
も
、「
う
つ
病
」
を
『
こ
こ

ろ
の
風
邪
』
と
表
現
し
て
い
ま
す
。 

            

   

老
化
や
病
気
に
よ
る
身
体
的
な
変
化
、

退
職
、
お
子
さ
ん
の
独
立
に
よ
る
役
割
の

喪
失
、
家
族
や
身
近
な
人
と
の
別
れ
な
ど
、

高
齢
者
の
か
た
に
は
「
う
つ
病
」
に
か
か

る
要
因
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知

症
と
間
違
わ
れ
や
す
い
な
ど
気
づ
か
れ
に

く
く
、
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
世
代
で
も
あ

り
ま
す
。 

   

①
抑
う
つ
気
分 

　「
憂
う
つ
だ
」、「
気
分
が
晴
れ
な
い
」
な

ど
大
き
な
穴
に
落
ち
込
ん
だ
よ
う
な
重

苦
し
い
、
つ
ら
い
気
分
に
な
る
。
意
味

も
な
く
、
涙
が
で
る
。 

②
興
味
・
喜
び
の
喪
失 

　
こ
れ
ま
で
好
き
だ
っ
た
趣
味
や
活
動
も

ど
う
で
も
よ
く
な
る
。
や
っ
て
い
て
も

楽
し
め
な
く
な
る
。 

③
食
欲
変
化
、
体
重
変
化 

　
食
べ
た
い
と
思
わ
な
い
。
食
欲
が
わ
か

な
い
。
お
い
し
く
な
い
。
体
重
が
減
る
。 

④
睡
眠
異
常 

　
寝
つ
け
な
い
。
途
中
で
目
が
覚
め
る
。 

⑤
精
神
運
動
停
止
・
焦
燥
感 

　
身
体
の
動
き
が
遅
く
な
り
、
次
の
動
作

が
で
き
な
い
。
落
ち
着
い
て
座
っ
て
お

れ
ず
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。
声
が
小
さ
く

な
る
。 

⑥
気
力
の
減
退 

　
疲
れ
や
す
さ
や
、
何
も
す
る
気
に
な
ら

な
い
。 

⑦
罪
責
感 

　
自
分
の
せ
い
で
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
と
思
い
込
む
。
過
去
の
さ
細
な
こ

と
で
も
悩
ん
で
し
ま
う
。 

⑧
集
中
力
低
下 

　
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、
ま
と
ま
っ
た

仕
事
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
内
容
が
頭

に
入
ら
な
い
。
決
断
力
が
鈍
く
な
る
。 

⑨
自
殺
念
慮 

　「
こ
ん
な
自
分
な
ん
か
い
な
い
方
が
い
い
」

と
死
に
た
い
気
持
ち
が
生
じ
る
。 

 

こ
れ
ら
九
つ
の
症
状
の
う
ち
、「
抑
う
つ

気
分
」
か
「
興
味
・
喜
び
の
喪
失
」
の
い

ず
れ
か
一
つ
を
含
ん
だ
、
少
な
く
と
も
五

つ
以
上
の
症
状
が
二
週
間
以
上
毎
日
ず
っ

と
続
い
て
い
る
と
き
、「
う
つ
病
」
の
状
態

に
あ
る
と
診
断
さ
れ
ま
す
。  

私
た
ち
の
行
っ
て
い
る
出
前
講
座
で
は
、

紙
芝
居
を
交
え
て
こ
れ
ら
の
「
う
つ
病
」

に
つ
い
て
、
約
一
時
間
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
二
月
末
現
在
で
十
六

地
域
で
行
っ
て
お
り
、
三
月
に
は
十
五
地

域
へ
う
か
が
う
予
定
で
す
。 

  

紙
芝
居
上
映
後
、
参
加
さ
れ
た
み
な
さ

ん
に
感
想
を
う
か
が
う
と
、「
自
分
に
当
て

は
ま
る
こ
と
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
」
、｢

他

人
事
じ
ゃ
な
い
な
あ｣

な
ど
、
紙
芝
居
を
と

お
し
て
自
分
自
身
と
見
つ
め
あ
い
、「
う
つ

病
」
を
わ
が
身
の
こ
と
と
し
て
お
考
え
い

た
だ
け
た
か
た
や
、
ご
自
身
の
体
験
か
ら
、

「
ま
っ
た
く
こ
の
物
語
や
保
健
師
さ
ん
の
説

明
ど
お
り
の
症
状
で
、
本
当
に
辛
い
日
々

で
し
た
が
、
今
は
お
か
げ
さ
ま
で
、
し
っ

か
り
治
療
し
、
こ
う
し
て
元
気
に
な
れ
ま

し
た
」
と
お
話
く
だ
さ
る
か
た
も
あ
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
老
人
会
の
総
会
で
は
、「『
う
つ
』

に
な
ら
ん
た
め
に
は
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
し

て
老
人
会
に
入
っ
て
人
な
か
す
る
こ
と
が

大
事
だ
な
あ
。
で
も
、
き
ば
っ
て
誘
う
け

ど
、
非
会
員
さ
ん
も
よ
ー
け
お
っ
て
」
と

地
域
の
組
織
づ
く
り
の
難
し
さ
を
訴
え
る

か
た
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

中
の
一
人
の
か
た
が
「
今
後
は
老
人
会
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
、『
う
つ
病
に
な
ら

な
い
た
め
に
老
人
会
に
入
ろ
う
！
』
に
し

よ
う
」
と
提
案
さ
れ
る
な
ど
、「
う
つ
」
を

身
近
な
地
域
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の

よ
う
な
か
た
を
一
人
で
も
少
な
く
す
る
た

め
に
「
何
と
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
光
景
も
見
ら

れ
ま
す
。 

紙
芝
居
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
少

し
ず
つ
で
す
が
確
実
に
、
地
域
に
浸
透
し

つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

〜
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
声
が
〜 

あなたの健康 

　応援します 

平成20年4月 平成20年4月 

健
康
づ
く
り 

健
康
づ
く
り 
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農林水産部 

 

 

 

 

商工観光部 

 

 

 

 

 

 

建設部 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下水道部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

峰山市民局 

 

 

大宮市民局 

 

農村振興課 

農村振興課 

農村整備課　課長補佐 

農村整備課 

商工振興課  課長補佐○ 

（京都産業21派遣） 

商工振興課 

観光振興課  課長補佐 

（市観光協会派遣） 

観光振興課　課長補佐 

部　長 

（丹後市民局長兼務） 

管理課  課長補佐 

管理課 

土木課　課長 

土木課 

都市計画・建築住宅課 課長 

都市計画・建築住宅課 

都市計画・建築住宅課 

部　長 

（網野市民局長兼務） 

水道課　課長補佐○ 

水道課 

水道課 

水道課 

水道課 

水道課 

水道課 

水道課 

水道課 

水道課 

 

水道課 

下水道課 

下水道課 

下水道課 

下水道課 

下水道課 

市民福祉課　主幹 

地域事業課　課長 

地域事業課 課長補佐○ 

市民福祉課　課長 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課　課長 

富永　理恵 

西村　　隆 

山本　　忍 

野村　隆文 

〈府土地改良派遣解く〉 

森　　勇雄 

高田　亮平 

〈京都産業21派遣解く〉 

福尾　昌信 

松本　行弘 

大村　　  

柿本　　仁 

稲川　　昭 

野木　信行 

和田　　功 

川戸　孝和 

服部　美紀 

宇野　直樹 

坪倉　　護 

森戸　　毅 

吉岡　敏浩 

池部　繁明 

吉岡　栄次 

稲岡　信一 

森　　照樹 

中川　光春 

田家　正弘 

中江　克典 

田家　　学 

〈あじわいの郷派遣解く〉 

永美　崇志 

〈府自治振興課派遣解く〉 

川戸　健治 

松村　英行 

小牧　義直 

中川　享一 

後藤　　哲 

山崎　　力 

谷口　幸作 

松本　隆雄 

松梨　裕治 

奥田　　誠 

田　　洋 

太田　弘保 

（峰山市民局市民福祉課） 

（総務部総務課） 

（峰山市民局地域事業課） 

（農林水産部農村整備課） 

 

（商工観光部商工振興課） 

（商工観光部商工振興課） 

 

（網野市民局市民福祉課） 

（教育委員会事務局社会教育課） 

（建設部） 

（監査委員事務局） 

（建設部土木課） 

（峰山市民局地域事業課） 

（建設部管理課） 

（建設部土木課） 

（丹後市民局市民福祉課） 

（農林水産部農村整備課） 

（網野市民局） 

（弥栄市民局地域事業課） 

（峰山市民局地域事業課） 

（網野市民局地域事業課） 

（網野市民局地域事業課） 

（網野市民局地域事業課） 

（久美浜市民局地域事業課） 

（大宮市民局地域事業課） 

（弥栄市民局地域事業課） 

（丹後市民局地域事業課） 

（商工観光部観光振興課） 

 

（総務部財政課） 

 

（丹後市民局地域事業課） 

（大宮市民局地域事業課） 

（大宮市民局地域事業課） 

（久美浜市民局地域事業課） 

（建設部都市計画・建築住宅課） 

（保健福祉部生活福祉課） 

（生活環境部網野衛生センター） 

（総務部税務課） 

（消防本部総務課） 

（保健福祉部障害者福祉課） 

（総務部財産管理課）

（大宮市民局市民福祉課） 

峰山消防署 予防課　課長○ 

予防課　課長補佐 

予防課 予防係長○ 

予防課　予防係 

網野分署　分署長 

網野分署　副分署長 

網野分署　警備１係 

網野分署　警備１係 

網野分署　警備１係 

網野分署　警備１係 

網野分署　警備２係長 

網野分署　警備２係 

網野分署　警備２係 

網野分署　警備２係 

網野分署　警備２係 

久美浜分署 分署長○ 

久美浜分署 副分署長○ 

久美浜分署　警備１係 

久美浜分署　警備１係 

久美浜分署　警備１係 

久美浜分署　警備１係 

久美浜分署警備２係長○ 

久美浜分署　警備２係 

久美浜分署　警備２係 

久美浜分署　警備２係 

竹野川分遣所分遣所長○ 

竹野川分遣所副分遣所長○ 

竹野川分遣所　警備１係 

竹野川分遣所　警備１係 

竹野川分遣所　警備１係 

竹野川分遣所　警備２係 

竹野川分遣所　警備２係 

西村　　均 

横山　文明 

中田　和之 

廣野　克巳 

吉田　件昨 

吉岡日出圭 

中山　晶夫 

荻野　寿彦 

藪下　茂幸 

山本　篤生 

安川　郁夫 

中村　　猛 

中西　孝文 

山本　秀之 

小谷　将貴 

小牧　文麿 

吉岡　昌俊 

木下　哲也 

辻村　昌宏 

野村　和孝 

篠村　直樹 

小森　英志 

中西　直行 

岩瀬　章二 

中西　彰彦 

末次　正博 

芦田　重行 

岩田　善雄 

指田　　竜 

平井　孝直 

安井　英人 

舩越　　昇 

（久美浜分署） 

（消防課） 

（消防課消防２係） 

（消防課予防1係） 

（竹野川分遣所） 

（消防課） 

（予防課予防係） 

（指令室指令３係） 

（消防課消防１係） 

（消防課消防１係） 

（久美浜分署警備１係） 

（竹野川分遣所警備２係） 

（消防課救急２係） 

（網野分署警備１係） 

（総務課） 

（予防課） 

（竹野川分遣所警備２係） 

（消防課予防１係） 

（消防課消防２係） 

（竹野川分遣所警備１係） 

（総務課） 

（久美浜分署　警備２係） 

（指令室指令２係） 

（消防課消防１係） 

（久美浜分署警備１係） 

（網野分署） 

（久美浜分署警備２係） 

（網野分署警備２係） 

（消防課救急１係） 

（消防課消防２係） 

（竹野川分遣所警備１係） 

（久美浜分署警備１係） 

学校・給食

センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園 

五箇小学校 

吉原小学校 

吉原小学校 

丹波小学校 

網野北小学校 

橘小学校 

間人小学校 

溝谷小学校 

久美浜小学校 

久美浜小学校 

川上小学校 

海部小学校 

佐濃小学校 

神野小学校 

橘中学校 

高龍中学校 

高龍中学校 

峰山幼稚園　園長 

網野幼稚園 

堀　　幸恵 

今西　佳子 

鵜飼　昭好 

中村　栄子 

東　　　孝 

澤　　信子 

中村　和人 

奥谷　泰英 

森本由美子 

岡野　康雄 

中川由美子 

田中可寿子 

山藤　好民 

瀬戸　睦子 

原　寿栄雄 

山口　　明 

中西　博美     

山副　祐子 

山下　　愛 

（鳥取保育所）�� 

（大宮第二小学校） 

（佐濃小学校） 

（吉原小学校） 

（間人小学校） 

（網野北小学校） 

（橘小学校） 

（橘中学校） 

（五箇小学校）�� 

（田村小学校） 

（吉原小学校） 

（田村小学校） 

（久美小学校） 

（高龍中学校） 

（高龍中学校） 

（海部小学校） 

（湊小学校） 

（浅茂川保育所） 

（たちばな保育所） 

  

議会事務局 

 

 

企画政策部 

 

 

総務部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活環境部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健福祉部 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産部 

 

事務局長 

秘書広報広聴課 

秘書広報広聴課 

部　長 

（峰山市民局長兼務） 

情報政策課 

部　長 

総務課 

人事課  課長補佐○ 

財政課 

財産管理課　課長 

財産管理課 

財産管理課 

税務課  課長補佐○ 

税務課 

税務課（税共同化準備派遣） 

税務課（府自治振興課派遣） 

医療改革推進政策監付 

部　長 

（大宮市民局長兼務） 

市民課　課長 

市民課 

医療保険課  課長補佐 

医療保険課 

環境推進課　課長 

（網野衛生センター長兼務・

竹野川衛生センター長兼務） 

環境推進課 

環境推進課 

網野衛生センター 

竹野川衛生センター 

センター長補佐 

生活福祉課 課長 

生活福祉課 

障害者福祉課 

高齢者福祉課 

子育て支援課 

子育て支援課 

子育て支援課 

健康推進課 課長補佐○ 

部　長 

（久美浜市民局長兼務） 

農村調整課 課長補佐○ 

農村調整課 

農村調整課 

農村振興課  課長補佐 

矢野　節雄 

松本　晃治 

大久保貴教 

金久　和幸 

安井　克弘 

藤原　孝司 

川村　義輝 

山根　直樹 

西村　智里 

小石原康夫 

安田　悦雄 

大門　友美 

柳内　研一 

西　　智宏 

鈴木　琢夫 

和田慎太郎 

梅田　和幸 

三浦　　到 

小出　光祐 

小林　宏美 

藤野　　均 

村田　雅之 

 

松本　喜子 

 

中地　尚津 

松田　吉正 

〈経済産業省派遣解く〉 

小山　　孝 

小林　泰嘉 

末次　昭夫 

〈市社協派遣解く〉 

志水　直美 

野村　俊彰 

由良　茂樹 

山下　初乃 

野村　夕子 

小石原弘通 

荒田美智子 

蒲田　幸造 

小森　康弘 

吉田　玉樹 

山副ゆかり 

糸井　正彦 

（丹後市民局）  

（企画政策部情報政策課） 

（丹後市民局市民福祉課） 

（企画政策部） 

（企画政策部総合戦略課） 

（久美浜市民局） 

（大宮市民局市民福祉課） 

（総務部財政課） 

（教育委員会事務局教育総務課） 

（建設部都市計画・建築住宅課） 

（大宮市民局市民福祉課） 

（生活環境部市民課） 

（総務部税務課） 

（保健福祉部子育て支援課） 

（秘書広報広聴課） 

（教育委員会事務局社会教育課） 

（弥栄市民局市民福祉課） 

（生活環境部） 

（弥栄市民局市民福祉課） 

（生活環境部環境推進課） 

（総務部人事課） 

（峰山市民局市民福祉課） 

 

（生活環境部環境推進課） 

 

（網野市民局地域事業課） 

（生活環境部環境推進課） 

 

（生活環境部竹野川衛生センター） 

（農林水産部農村調整課） 

（保健福祉部生活福祉課） 

 

（保健福祉部高齢者福祉課） 

（建設部都市計画・建築住宅課） 

（生活環境部環境推進課） 

（企画政策部企画推進課） 

（久美浜市民局地域事業課） 

（網野市民局市民福祉課） 

（保健福祉部健康推進課） 

（農林水産部） 

（農林水産部農村調整課） 

（弥栄市民局市民福祉課） 

（丹後市民局地域事業課） 

（建設部管理課） 

 

大宮市民局 

網野市民局 

 

丹後市民局 

 

 

 

弥栄市民局 

 

 

久美浜市民局 

 

会計管理者 

 

 

 

教育委員会 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監査委員事務局 

農業委員会事務局 

消防本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

峰山消防署 

地域事業課 

市民福祉課　課長補佐

市民福祉課 

市民福祉課　主幹 

市民福祉課 

地域事業課 

地域事業課 

市民福祉課　課長 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

（会計課長兼務） 

会計課　課長補佐○ 

会計課　課長補佐○ 

会計課 

教育理事 

教育総務課 

教育総務課 

学校教育課　課長補佐 

社会教育課　課長補佐○ 

社会教育課 

社会教育課 

（久美浜地域公民館） 

社会教育課 

社会教育課 

局長補佐 

 

消防長 

総務課　課長○ 

総務課　課長補佐 

総務課　総務係長 

総務課 

総務課 

（府立消防学校派遣） 

総務課 

（府立消防学校派遣）

消防課　課長補佐○ 

消防課　課長補佐○ 

消防課　消防１係 

消防課　消防１係 

消防課　消防１係 

消防課　消防１係 

消防課　救急１係 

消防課　予防１係 

消防課　消防２係長 

消防課　消防２係 

消防課　消防２係 

消防課　消防２係 

消防課　消防２係 

消防課 救急２係長○ 

消防課　救急２係 

指令室 副司令室長○ 

指令室　指令２係 

指令室　指令３係 

吉岡　祐樹 

谷口　栄司 

給田まゆみ 

水口　孝志 

給田　周作 

千賀裕美子 

松本　　優 

藤田　竹彦 

蒲田　幸宏 

田中　弘人 

長砂　浩基 

門下　保夫 

和田　道雄 

瀬戸千賀子 

坪倉　啓子 

西井　正彦 

橋　忠彰 

田辺　聖子 

三浦　知史 

山下　茂裕 

土出　政信 

〈久美浜地域公民館兼職解く〉 

金子　隆行 

田中屋敷和之 

増田真由美 

中島　香織 

岩佐　佳子 

岸田　豊広 

堂田　孝二 

河野矢　秀 

赤松　正伸 

上田　一朗 

和田　英樹 

吉岡　哲平 

 

原　　光海 

山添　敏弘 

吉岡　　浩 

小西　圭介 

井上　忠司 

三宅　英樹 

後藤　真哉 

坂本　竜二 

池本清一朗 

安田 　直樹 

木村　雅弘 

浅田　智成 

木村　好宏 

形山敬太郎 

吉岡　　寛 

日下部宣仁 

濱野　泰一 

田宮　恭志 

吉岡　徹也 

（農業委員会事務局） 

（商工観光部観光振興課） 

（総務部財産管理課） 

（農林水産部農村調整課） 

（教育委員会事務局社会教育課） 

（丹後市民局市民福祉課） 

（保健福祉部生活福祉課） 

（生活環境部竹野川衛生センター） 

（教育委員会事務局教育総務課） 

（農林水産部農村振興課） 

（久美浜市民局地域事業課） 

（久美浜市民局市民福祉課） 

（峰山市民局）  

（会計課） 

（会計課） 

（生活環境部医療保険課） 

（新規採用） 

（教育委員会事務局あみの図書館） 

（大宮市民局市民福祉課） 

（農林水産部農村振興課） 

（教育委員会事務局社会教育課） 

 

（秘書広報広聴課） 

（久美浜市民局地域事業課） 

（久美浜市民局市民福祉課） 

（網野市民局市民福祉課） 

（会計課） 

（峰山市民局地域事業課） 

（会計管理者） 

（総務課） 

（教育委員会事務局学校教育課） 

（消防課予防２係） 

（予防課） 

（新規採用） 

 

（新規採用） 

（総務課総務係） 

（消防課消防2係） 

（総務課管理係） 

（網野分署警備１係） 

（網野分署警備２係） 

（総務課） 

（総務課） 

（竹野川分遣所警備２係） 

（網野分署警備２係） 

（網野分署警備１係） 

（久美浜分署警備２係） 

（網野分署警備２係） 

（新規採用） 

（網野分署警備１係） 

（久美浜分署警備１係） 

（網野分署警備１係） 

（竹野川分遣所警備１係） 

（久美浜分署警備２係） 

 

 

平成20年4月 平成20年4月 

人

事

異

動 

人

事

異

動 

高 

高 



地
域
医
療
の
一
層
の
強
化
に
向
け 

　
　
　
医
師
体
制
を
さ
ら
に
充
実 

弥
栄
病
院 

　
弥
栄
病
院
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
、
京
都
府
立
医
科

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
の
安
原
正
博
法
医
学
教
授
が
新

院
長
に
、
ま
た
静
岡
県
島
田
市
民
病
院
の
白
石

祐
副
院

長
が
特
別
参
与
（
準
院
長
級
）
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
安
原
院
長
は
、
鹿
児
島
大
学
を
卒
業
後
、
東
京
都
立
養

育
院
附
属
病
院
（
現
東
京
都
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー
）
病
理

部
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
神
経
研
究
所
で
の
留
学
を
経
て
、
平

成
十
年
に
京
都
府
立
医
科
大
学
法
医
学
教
室
教
授
に
就
任

さ
れ
、
法
医
学
を
専
門
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
安
原

新
院
長
就
任
に
よ
り
、
弥
栄
病
院
が
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
持
ち
、
京
都
府
立
医
科
大
学
予
防
医
学
セ
ン
タ

ー
と
連
携
。
健
康
な
高
齢
者
の
多
い
本
市
に
お
い
て
、
長

寿
地
域
の
医
療
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
白
石
特
別
参
与
は
、
京
都
大
学
を
卒
業
後
、
丹

後
中
央
病
院
、
高

松
赤
十
字
病
院
（
香

川
県
）
を
経
て
、

平
成
十
四
年
に
静

岡
県
島
田
市
民
病

院
に
就
任
。
新
た

に
弥
栄
病
院
の
準

院
長
級
の
特
別
参

与
と
し
て
、
院
長

の
補
佐
体
制
の
一

層
の
充
実
・
強
化

に
努
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

峰山保育所 

 

 

吉原保育所 

 

五箇保育所 

 

長岡保育所 

新山保育所 

 

 

口大野保育所 

大宮南保育所 

 

 

 

 

河辺保育所 

網野保育所 

 

 

網野 

みなみ保育所 

 

 

 

浅茂川保育所 

 

島津保育所 

 

たちばな保育所 

 

 

 

間人保育所 

 

豊栄保育所 

下宇川保育所 

和田野保育所 

鳥取保育所 

黒部保育所 

所　長 

 

 

所　長○ 

 

 

 

 

所　長○ 

 

 

 

所　長○ 

所長補佐○ 

 

 

 

 

所　長 

 

 

所　長 

所長補佐○ 

 

 

 

所　長○ 

 

所　長○ 

 

 

 

 

 

所　長 

 

 

所　長○ 

 

 

 

由利　福美 

中島　康乃 

越江　絵梨 

小谷　伸子 

田辺　久代 

下岡　好子 

松岡　尚美 

松本　清美 

藤原　弘子 

谷口　有香 

小倉　典子 

上田真規子 

田中とも子 

尾崎　直美 

本城　朝子 

牧野　恵理 

引野　和美 

梅上美智恵 

中村恵美子 

多賀野博子 

中村　弓枝 

野木　知春 

小石原眞由美 

山口ゆかり 

小倉　博美 

吉岡　眞弓 

小森　敦子 

森田　信子 

岡田　茂子 

小野崎美環 

古橋千津子 

奥田眞樹子 

林　あゆみ 

神木　早苗 

梅田　幸子 

入江美智子 

室野めぐみ 

岡田　久子 

吉岡　里美 

能勢さえ子 

下岡　洋子 

（大宮南保育所） 

（こうりゅう保育所） 

（田村保育所） 

（こうりゅう保育所） 

（吉野保育所） 

（島津保育所） 

（大宮南保育所） 

（和田野保育所） 

（網野みなみ保育所）

（浅茂川保育所） 

（網野みなみ保育所） 

（鳥取保育所） 

（大宮南保育所） 

（黒部保育所） 

（河辺保育所） 

（口大野保育所） 

（峰山保育所） 

（大宮南保育所） 

（網野みなみ保育所） 

（口大野保育所） 

（五箇保育所） 

（島津保育所） 

（網野みなみ保育所） 

（和田野保育所） 

（間人保育所） 

（長岡保育所） 

（たちばな保育所） 

（たちばな保育所） 

（こうりゅう保育所）

（溝谷保育所） 

（神野保育所） 

（湊保育所） 

（こうりゅう保育所）

（教育委員会） 

（峰山保育所） 

（網野みなみ保育所）

（たちばな保育所） 

（豊栄保育所） 

（野間分園） 

（大宮南保育所） 

（鳥取保育所） 

溝谷保育所 

 

吉野保育所 

久美浜保育所 

湊保育所 

田村保育所 

こうりゅう 

保育所 

所　長 

 

所　長○ 

 

 

所　長○ 

所長補佐○ 

石田佐保子 

堺　うめの 

松井　千鶴 

松本　順子 

藤本　和枝 

糸井　博子 

田中　時子 

田中　惠子 

木村　祥子 

（下宇川保育所） 

（吉原保育所） 

（間人保育所） 

（大宮南保育所） 

（峰山保育所） 

（善王寺保育所） 

（久美浜保育所） 

（網野保育所） 

（丹波保育所） 

森本賢一郎 

安田　　剛 

池田勇一郎 

井本　勝己 

松本　義雄 

上田　　賢 

高見　　慧 

給田　敏之 

谷口　正春 

清水　義夫 

橋本　勝行 

水口　栄子 

 

（教育委員会事務局　教育理事） 

（議会事務局　議会事務局長） 

（総務部　部長） 

（上下水道部　部長） 

（大宮市民局　市民局長） 

（消防本部　 消防長） 

（企画政策部総合戦略課　総合企画参事） 

（生活環境部市民課　課長） 

（大宮市民局地域事業課　課長） 

（弥栄病院事務部　事務長） 

（上下水道部水道課　課長補佐） 

（総務部税務課　課長補佐） 

 

坪倉　義英 

川戸　宗勝 

中地　孝雄 

島 　素一 

森野　清美 

岡本　　毅 

辻　　良朗 

 

藤原　義幸 

安達　保男 

辻　　正則 

松本　正紀 

（農林水産部農村整備課　課長補佐） 

（生活環境部竹野川衛生センター　センター長補佐） 

（生活環境部医療保険課　課長補佐） 

（農林水産部農村振興課　主査） 

（弥栄市民局市民福祉課） 

（商工観光部観光振興課） 

（総務部総務課） 

 

（峰山消防署予防課　課長） 

（峰山消防署網野分署　分署長） 

（峰山消防署久美浜分署　分署長） 

（峰山消防署副指令室長指令室　副指令室長） 

柴田　順子 

松田　笑子 

本田喜代子 

井上　八重 

仲村　幸子 

安田寿美子 

河戸　靖子 

藤村　紀子 

梅田あや子 

 

澤　　絹代 

久岡　弥生 

平林冨美恵 

熱田　輝美 

西垣　育子 

川口　匡美 

吉岡ますみ 

常陸　弥生 

（峰山幼稚園　園長） 

（三津小学校）  

（神野小学校）  

（郷小学校）  

（川上小学校）  

（海部小学校）  

（溝谷小学校）  

（黒部小学校）  

（新山小学校） 

  

（網野保育所　所長） 

（吉野保育所　所長） 

（間人保育所　所長） 

（吉原保育所　所長） 

（新山保育所　所長） 

（田村保育所　所長） 

（溝谷保育所　所長） 

（五箇保育所） 

松村　雅代 

小石原朱美 

吉岡　京子 

小西　次子 

山内　惠子 

渡利　良美 

 

大西　　慧 

堀口　正樹 

三木　良浩 

森田　高史 

森岡　広子 

岡田　雅文 

田宮　達惠 

松本　　薫 

田家美智子 

加治　悦子 

（網野みなみ保育所） 

（網野保育所） 

（新山保育所） 

（新山保育所） 

（たちばな保育所） 

（溝谷保育所） 

 

（弥栄病院　病院長） 

（弥栄病院　内科医師） 

（久美浜病院　内科医長） 

（久美浜病院　小児科医師） 

（弥栄病院看護部　総看護師長） 

（久美浜病院薬剤部　薬剤師長） 

（弥栄病院看護部　看護師長） 

（弥栄病院看護部） 

（弥栄病院看護部） 

（久美浜病院看護部） 

退　　職 退　　職 退　　職 （３月31日付け） 

退　　職 退　　職 退　　職 （３月31日付け） 

安原正博 医師 白石 祐 医師 

京都府丹後文化会館イベント情報 お問い合わせ　 62-5200

 

シネマ情報　丹後映画大好き劇場 NO.14 由紀さおり・安田祥子コンサート 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎開　演　14：30（開場14：00） 

◎入館料　一律5,000円（当日5,500円）※全席指定 

※前売券は会館窓口、各プレイガイドで６月23日（月）から発売予定日（月）から発売予定 

◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団・京丹後市 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎開　演　14：30（開場14：00） 

◎入館料　一律5,000円（当日5,500円）※全席指定 

※前売券は会館窓口、各プレイガイドで６月23日（月）から発売予定 

◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団・京丹後市 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎上映時間　9：30から４回上映 

◎入館料　一般1,200円（当日1,500円） 

シニア（60歳以上）前売・当日1,000円 

子ども（３歳以上）学生（小・中高生）前売・当日800円 

※前売券は会館窓口、各プレイガイドで４月１日（火）から販売しています 

◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎上映時間　9：30から４回上映 

◎入館料　一般1,200円（当日1,500円） 

シニア（60歳以上）前売・当日1,000円 

子ども（３歳以上）学生（小・中高生）前売・当日800円 

※前売券は会館窓口、各プレイガイドで４月１日（火）から販売しています 

◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団 

５/11（日） 
８/31（日） 前売券 

発売中 
前売券 
発売中 

※「由紀さおり・安田祥子コンサート」は、本紙先月号に掲載しました開演時間などに変更がありましたのでご案内します 

平成20年4月 平成20年4月 

人

事

異

動 

人

事

異

動 

弥栄病院 

 

 

久美浜病院 

弥栄病院事務部 

弥栄病院技術部 

弥栄病院 

看護部 

 

 

 

 

 

 

 

 

弥栄病院 

地域医療連携室 

久美浜病院 

薬剤部 

久美浜病院 

看護部 

 

 

 

久美浜訪問看護

ステーション 

病院長 

特別参与 

内科医長 

小児科医師 

事務長 

言語聴覚士 

総看護師長○ 

看護師長○ 

看護師長○ 

主任看護師○ 

助産師 

看護師 

看護師 

看護師 

看護師 

室　長○ 

薬剤師長○ 

薬剤師 

主任看護師○ 

主任看護師○ 

准看護師 

看護師 

看護師 

管理者○ 

看護師 

安原　正博 

白石　 祐 

濱口　重人 

青木　智史 

尾崎　泰樹 

櫻井賀奈子 

梅田智恵子 

〈地域連携室長兼務を解く〉 

今西　明美 

渡辺美佐子 

大久保栄子 

八十田真紀子 

土井　聡子 

永美　晶子 

山本のぞみ 

大同　美帆 

大木美奈子 

井上　和子 

藤田　圭子 

安川由香里 

吉岡　恵子 

牧野　道子 

廣田　貴政 

平野　陽子 

小森　弘子 

辻　　優子 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（総務部財産管理課） 

（新規採用） 

（弥栄病院看護部） 

 

（弥栄病院看護部） 

（弥栄病院看護部） 

（弥栄病院看護部） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（弥栄病院看護部） 

（久美浜病院薬剤部） 

（新規採用） 

（久美浜病院看護部） 

（久美浜病院看護部） 

（通所リハビリテーション） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（久美浜訪問看護ステーション） 

（久美浜病院看護部） 

 



ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、特定の個人や団体な

どへの誹謗・中傷を除き、すべ

てお答えすることとし、お名前

や連絡先をご記入いただいてい

るかたにつきましては、直接お

答えもさせていただいています。

一方、お名前や住所などの連絡

先の記入のないものにつきまし

ては、市のホームページおよび

広報紙でお答えすることとして

います。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

か
ば
ん
な
ど
、
保
育
所
へ
の

持
ち
物
を
市
内
で
統
一
で
き

ま
せ
ん
か 

保
育
所
へ
の
持
ち
物
が
、
市
内
で
統
一

さ
れ
な
い
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
ま
す
。
か

ば
ん
も
リ
ュ
ッ
ク
で
あ
っ
た
り
、
肩
掛
け

で
あ
っ
た
り
、
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

手
づ
く
り
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
市
販
の

も
の
で
も
サ
イ
ズ
や
仕
様
を
決
め
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
卒
園
後
に
譲
り
合
う
こ

と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。 【

市
内
・
女
性
】 

か
ば
ん
な
ど
、
お
子
さ
ん
に

あ
っ
た
も
の
を
使
用
で
き
る

よ
う
、
取
り
決
め
て
い
な
い

こ
と
に
ご
理
解
く
だ
さ
い 

保
育
所
へ
の
持
ち
物
の
う
ち
保
育
用
品

に
つ
い
て
は
、
旧
町
ご
と
に
異
な
っ
て
い

た
も
の
を
市
内
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
統

一
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

か
ば
ん
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
お
子
さ

ん
に
あ
っ
た
も
の
を
ご
使
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
各
家
庭
で
ご
準
備
い
た
だ
く
も
の

と
し
て
、
大
き
さ
を
含
め
て
肩
掛
け
の
も

の
や
リ
ュ
ッ
ク
式
の
も
の
な
ど
、
仕
様
な

ど
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
保
育
所
を
か
わ
っ
た
場
合
に
そ

の
ま
ま
ご
使
用
い
た
だ
く
こ
と
や
、
卒
園

さ
れ
た
か
た
か
ら
譲
っ
て
い
た
だ
く
も
の
、

ご
家
庭
な
ど
で
手
づ
く
り
さ
れ
た
も
の
を

ご
使
用
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。 

【
子
育
て
支
援
課
】 

 

乳
幼
児
健
診
や
予
防
接
種
を

行
う
時
間
帯
に
配
慮
し
て
く

だ
さ
い 

乳
幼
児
の
検
診
・
予
防
接
種
で
す
が
、

ど
う
し
て
午
後
か
ら
の
実
施
が
多
い
の
で

す
か
。
子
ど
も
の
た
め
な
の
に
、
普
通
に

考
え
れ
ば
昼
寝
の
時
間
で
す
。
会
場
や
職

員
の
都
合
だ
け
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
か
。 

【
市
内
・
女
性
】 

健
診
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ

く
病
院
・
医
院
の
診
療
時
間

な
ど
に
配
慮
し
、
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い 

現
在
、
乳
幼
児
健
診
は
、
複
数
の
小
児

科
医
師
や
歯
科
医
師
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
う
ち
久
美
浜
病
院
に
つ
い
て
は
、

小
児
科
医
師
や
歯
科
医
師
と
も
に
複
数
体

制
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
診
は
現
在
で
も

午
前
中
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

ほ
か
の
病
院
や
歯
科
医
院
に
お
き
ま
し
て

は
、
一
人
体
制
で
あ
り
、
午
前
中
は
病
院

や
医
院
で
の
患
者
さ
ん
の
対
応
の
た
め
、

乳
幼
児
健
診
は
午
後
か
ら
の
実
施
と
し
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
予
防
接
種
に
お
き
ま
し
て
も
、

集
団
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
午
後
か
ら

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
同
様
の
理
由
か

ら
で
あ
り
ま
す
。 

ご
指
摘
の
と
お
り
、
午
後
は
お
昼
寝
の

時
間
で
も
あ
り
、
眠
く
て
ぐ
ず
る
お
子
さ

ん
も
お
ら
れ
、
非
常
に
心
苦
し
く
思
い
ま

す
が
、
決
し
て
会
場
や
職
員
の
都
合
で
決

め
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
健
康
推
進
課
】 

 

ご
み
収
集
場
所
に
放
置
さ
れ

て
い
る
赤
紙
を
貼
っ
た
不
燃

ご
み
袋
に
つ
い
て 

峰
山
地
内
に
、
赤
い
紙
を
貼
っ
た
埋
立

て
ご
み
が
、
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
持
ち
出
し
た
人
も
取
り
に
見
え
ま

せ
ん
。
ご
み
袋
が
雨
に
あ
い
雪
に
あ
っ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
市
が
指
定
す
る
黄
色
い
埋
立
て

ご
み
を
入
れ
る
袋
は
、
依
然
と
し
て
市
民

に
通
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
広
報
紙
を
見

な
い
で
と
言
わ
れ
た
ら
そ
れ
ま
で
で
す
が
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
置
く
な
ど
、
何
か
も
っ

と
市
民
が
わ
か
る
よ
う
に
改
善
し
て
く
だ

さ
い
。
市
役
所
ま
で
行
っ
て
買
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
中
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
市
内
・
女
性
】 

ご
み
の
分
別
ル
ー
ル
の
徹
底

の
た
め
、
ル
ー
ル
の
守
ら
れ

て
い
な
い
ご
み
袋
は
、
赤
色

の
シ
ー
ル
を
貼
り
、
す
ぐ
に
は
回
収
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す 

市
で
は
、
ご
み
の
分
別
ル
ー
ル
の
徹
底

を
図
る
た
め
、
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な

い
排
出
ご
み
は
、
回
収
で
き
な
い
理
由
と

と
も
に
「
こ
の
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
」

と
記
載
し
た
シ
ー
ル
（
赤
色
）
を
貼
り
、

す
ぐ
に
は
回
収
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
地
元
区
と
の
調
整
の
う
え

排
出
者
の
か
た
が
わ
か
れ
ば
、
本
人
へ
の

直
接
指
導
を
、
ま
た
不
明
な
場
合
は
市
で

回
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

ご
意
見
の
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
に
排
出
さ
れ

た
ご
み
の
中
で
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
シ
ー
ル
を
貼
り
現
場

に
残
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
区
と
調

整
し
、
平
成
二
十
年
一
月
十
七
日
に
回
収

し
ま
し
た
。 

現
在
、
不
燃
ご
み
は
、
コ
ン
テ
ナ
と
指

定
ご
み
袋
で
の
併
用
収
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
併
用
収
集
は
、
不
燃
ご
み
の
収

集
（
排
出
）
方
法
に
つ
い
て
、
平
成
二
十

一
年
度
末
を
目
標
に
統
一
す
る
ま
で
の
暫

定
的
な
措
置
で
あ
り
、
袋
の
管
理
上
か
ら

も
こ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
市
民
局
の
み

の
販
売
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
十
分
に
認
識
い
た
だ
い

て
い
な
い
点
は
広
報
不
足
で
し
た
。
深
く

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

【
環
境
推
進
課
】 

 

市
が
行
う
有
害
鳥
獣
対
策
に

つ
い
て 

猿
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。
何

と
か
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。 

【
無
記
名
】 

野
生
鳥
獣
と
の
共
生
や
被
害

防
止
、
捕
獲
な
ど
、
総
合
的

に
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
の

で
、
市
民
局
を
通
じ
て
詳
し
い
状
況
な

ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い 

市
で
は
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
京
都

府
が
策
定
さ
れ
た
「
第
十
次
鳥
獣
保
護
事

業
計
画
」
に
よ
り
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
の
発
生
防
止
の
た
め
、
人
と
野

生
鳥
獣
の
共
生
環
境
づ
く
り
や
被
害
防
除

施
設
（
電
気
柵
な
ど
）
の
設
置
、
ま
た
有

害
鳥
獣
※
一

の
捕
獲
と
い
っ
た
対
策
を
総

合
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

有
害
鳥
獣
対
策
は
、
猿
や
猪
な
ど
鳥
獣

の
種
類
や
被
害
作
物
、
土
地
形
状
（
農
地

の
状
況
）
、
ま
た
被
害
状
況
に
よ
り
取
り

得
る
対
策
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
一
概
に

お
答
え
す
る
こ
と
が
難
し
い
問
題
で
す
が
、

猿
対
策
と
し
て
最
も
効
果
的
な
も
の
は
、

集
落
が
一
丸
と
な
っ
て
の
「
追
い
払
い
」

※
二

や
、
電
気
柵
な
ど
の
防
除
施
設
の
設

置
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
の
支
援
策
も
市
で
は
用
意
し
て
お
り

ま
す
。 

よ
り
詳
し
い
状
況
が
わ
か
れ
ば
、
対
策

の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思

い
ま
す
の
で
、
一
度
お
近
く
の
市
民
局
地

域
事
業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

  

※
一
、
野
生
鳥
獣
の
中
で
も
、
特
に
農
作

物
に
被
害
を
与
え
て
い
る
鳥
獣
（
猿
、

猪
、
鹿
な
ど
） 

※
二
、
山
か
ら
里
へ
と
下
り
て
、
農
作
物

に
被
害
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た

鳥
獣
を
追
い
払
う
こ
と
。
追
い
払

い
を
行
う
こ
と
で
、
猿
に
恐
怖
心

を
植
え
つ
け
て
、
里
に
寄
り
つ
か

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
。 

【
農
村
調
整
課
】 

 

 

 

 

 

 

 

 

不
燃
ご
み
の
排
出
方
法
を
統
一
す
る
ま
で
の

暫
定
措
置
と
し
て
、
コ
ン
テ
ナ
と
の
併
用
収

集
と
し
て
い
る
市
指
定
の
不
燃
ご
み
袋
（
三

〇
㍑
・
十
枚
入
り
百
円
・
各
市
民
局
の
み
の

販
売
） 

市内の保健センターなどで行う 

乳幼児健診 

平成20年4月 平成20年4月 

ご

意

見

箱 

ご

意

見

箱 



京丹後市長選挙および京丹後市議会議員一般選挙 
お知らせ 

京丹後市長選挙および京丹後市議会議員一般選挙 
お知らせ 

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
有
権
者
の

か
た
の
う
ち
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

る
か
た
で
、
障
害
の
程
度
が
次
の
表
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
は
、
自
宅
な
ど

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
自
ら

投
票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

た
は
、
代
理
記
載
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
京
丹
後
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
） 

障害などの程度 障害などの区分 

 

 

身体障害者手帳 

 

 

戦傷病者手帳 

 

介護保険の 

　　被保険者証 

 

 

両下肢、体幹、移動機能 

心臓、腎臓、呼吸器、 

ぼうこう、直腸、小腸 

免疫 

両下肢、体幹、移動機能 

心臓、腎臓、呼吸器、 

ぼうこう、直腸、小腸 

要介護状態区分 

 

 

１級または２級 

１級または３級 

１級から３級 

特別項症から第２項症 

特別項症から第３項症 

 

要介護５ 

◎
手
続
き 

　
投
票
用
紙
の
請
求
に
は
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
は
、「
郵
便
等

投
票
証
明
書
交
付
申
請
書
」（
市
選
管
で
用

意
し
て
い
ま
す
）
と
「
上
記
の
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
」
を
市
選
管
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。 

　
な
お
、
有
効
期
限
が
満
了
し
て
い
る
証

明
書
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
新
規
の
証
明

書
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
交
付
を
受
け
ら
れ
た
か
た
は
、
市
選
管

委
員
長
あ
て
署
名
し
た
請
求
書
に
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
を
添
え
て
投
票
用
紙
な

ど
の
交
付
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

◎
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請
求
期
限 

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請
求
期
限

は
、
選
挙
期
日
前
四
日
（
四
月
二
十
三
日

（
水
）
）
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
手
続
き
は
、
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。 

 

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉 

　
京
丹
後
市
選
挙
管
理
員
会
事
務
局 

　
　
（
総
務
課
内
・

六
九-

〇
一
四
〇
） 

 

　期日前投票は、投票日の当日に仕事、旅行、入院、

冠婚葬祭などのため、投票所へ行けない場合、投票

日前であっても、投票日当日と同様の投票を行うこ

とができる制度です。 

４月21日（月）（告示日の翌日） 

　～26日（土）（投票日の前日） 

8：30～20：00 

市民局のある庁舎の期日前投票所（お

住まいの町に限らず、どこの期日前

投票所でも投票できます） 

すでに届いていれば投票所入場券 

◎投票期間 

 

◎投票時間 

◎投票場所 

 

 

◎持 参 物 

◎投票期間 

 

◎投票時間 

◎投票場所 

 

 

◎持 参 物 

有権者のみなさんの意思を市政に反映させる大切な選挙です。 

一票の権利を大切に、棄権せずに投票しましょう。 

投票用紙などの請求先 

京丹後市選挙管理委員会で宣誓書の用紙の

交付を受け、これに投票日当日に自ら投票

できない理由などをご記入のうえ、京丹後

市選挙管理委員会にご請求ください 

入院（所）先の病院または施設にお尋ねく

ださい 

京丹後市選挙管理委員会 

（峰山庁舎・峰山町杉谷） 

不在者投票を行う場所 

 

現に滞在されている市区

町村の選挙管理委員会 

 

入院（所）先の病院また

は施設 

京丹後市選挙管理委員会 

（峰山庁舎・峰山町杉谷） 

　　　　　区　　　　　分 

仕事や学業などでほかの市区町村に滞在

しているため、期日前投票所および投票

日当日に投票所へ行くことができないか

た 

不在者投票の指定病院、指定老人ホーム

などに入院（所）しているかた 

期日前投票をしようとする日にまだ選挙

権を有していないかた 

（例：投票日に20歳になられるかた） 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

※不在者投票ができる期間は４月21日（月・告示日の翌日）～26日（土・投票日の前日）までですが、

投票用紙などの請求手続きは事前にできますので、お早めにお手続きください。 

　
京
丹
後
市
選
挙
管
理
委
員
会
が
、「
投

票
用
紙
」・「
不
在
者
投
票
用
封
筒
」・「『
不

在
者
投
票
証
明
書
』を
入
れ
封
を
し
た
封

筒
」
を
滞
在
地
の
ご
本
人
の
も
と
へ
交

付
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
「
『
不
在
者
投

票
証
明
書
』
の
入
っ
た
封
筒
」
は
決
し

て
開
封
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
開
封
さ

れ
る
と
不
在
者
投
票
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。 

　
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
不

在
者
投
票
を
す
ぐ
に
京
丹
後
市
選
挙
管

理
委
員
会
へ
送
付
し
ま
す
が
、
郵
送
に

日
数
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
投

票
日
当
日
の
投
票
所
閉
鎖
時
刻
ま
で
に

到
着
し
な
い
と
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
京
丹
後
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
投
票
日
当
日
に
投
票
所

へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
旨
を
宣
誓
書
（
兼

請
求
書
）
に
ご
記
入
の
う
え
、
投
票
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。（
投
票
所
入
場
券
が

届
い
て
い
る
場
合
は
、
投
票
所
入
場
券

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
） 

区
分
１
の
場
合
の
注
意
事
項 

区
分
３
の
場
合
の
注
意
事
項 

４月20日（日） ４月20日（日） 告示日 告示日 

期日前投票 期日前投票 

投票日 投票日  

 

　　３月25日発行の「広報きょうたんご　おしらせ

版」に掲載していますので、ご確認ください。 

４月27日（日） ４月27日（日） 

開　票 開　票 ４月27日（日） ４月27日（日） 

身
体
の
不
自
由
な
か
た
へ

身
体
の
不
自
由
な
か
た
へ 

身
体
の
不
自
由
な
か
た
へ 

 

　
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
候
補

者
の
氏
名
・
経
歴
・
政
見
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、「
選
挙
公
報
」
を
発
行
し
ま
す
。

「
選
挙
公
報
」
は
、
投
票
日
の
二
日
前
（
四

月
二
十
五
日
（
金
）
）
ま
で
に
各
区
を
通
じ
て
、

各
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。 

※
無
投
票
と
な
っ
た
場
合
は
発
行
し
ま
せ
ん
。 

  

　
入
場
券
は
、
圧
着
ハ
ガ
キ
に
よ
り
、
一
通

に
世
帯
の
四
人
ま
で
掲
載
し
た
も
の
を
郵
便

に
よ
り
送
付
し
ま
す
。
（
世
帯
に
五
人
以
上

投
票
で
き
る
か
た
が
お
ら
れ
る
場
合
は
、
ハ

ガ
キ
は
人
数
に
合
わ
せ
複
数
枚
送
付
し
ま
す
） 

　
投
票
の
際
に
は
、
ご
自
分
の
入
場
券
を
切

り
離
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を
紛

失
し
た
り
、
忘
れ
て
も
投
票
は
で
き
ま
す
。 

  

《
点
字
投
票
》 

　
目
の
不
自
由
な
か
た
は
、
点
字
投
票
が
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
そ
の
旨
を
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。 

《
代
理
投
票
》 

　
身
体
の
故
障
ま
た
は
読
み
書
き
が
で
き
な

い
た
め
、
自
ら
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
た

は
、
投
票
所
で
お
申
し
出
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。 

※
投
票
所
に
は
文
鎮
を
準
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
投
票
用
紙
へ
の
記
載
に
必
要
な
か
た

は
、
そ
の
旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

候
補
者
な
ど
の
お
知
ら
せ

候
補
者
な
ど
の
お
知
ら
せ 

候
補
者
な
ど
の
お
知
ら
せ 

投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券 

投
票
所
入
場
券 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票 

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票 

不
在
者
投
票

不
在
者
投
票 

不
在
者
投
票 

４月27日（日）投・開票 ４月27日（日）投・開票 
　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
が
、
次
の
よ
う
な
状
況
で
投
票
日
当
日
に
投

票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
「
不
在
者
投
票
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○投票時間および場所 ◎投票時間および場所 

　　　　　21：30～ 

　　　　　峰山中学校体育館（峰山町荒山） 

※開票状況は、開票が結了するまで各市民局のある

庁舎に設置しているプラズマディスプレイで開票

速報をお知らせするほか、市のホームページ

（http://www.city.kyotango.kyoto.jp)でもご覧

いただけます。 

○時　間 

○場　所 

◎時　間 

◎場　所 

　　　　　　　　　8：30～17：00 

　　　　　峰山総合福祉センター（コミュニティホール） 

◎立候補受付時間 

◎場　所 

◎立候補受付時間 

◎場　所 

平成20年4月 平成20年4月 

選
　
　
　
挙 

選
　
　
　
挙 



※峰山・あみの図書館、大宮・丹後図書室には、
ブックポストがありますので、休館日の返却に
ご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の４月10日以降、次号発
行日の５月10日までを掲載しています。 

「丹後の民話を楽しむ会」 
原画展を開催 

「丹後の民話を楽しむ会」 
原画展を開催 

「丹後の民話を楽しむ会」 
原画展を開催 

５月の休館日 ５月の休館日 ５月の休館日 

４月の休館日 ４月の休館日 ４月の休館日 
14日（月）・21日（月）・28日（月） 

１日（木）・６日（火） 

あみの図書館では、2月23日～3月9日の間、京丹後

にまつわるお話を題材とした絵本「吉津の穴地蔵（文：

芦田行雄さん、絵：辰巳雅章さん）」と「小脇の子安地

蔵さん（文：東世津子さん、絵：織戸昭徳さん）」の原

画の一部27点を展示しました。 

原画は、微妙な色合いや細かな技法などを用いて、

丹後の風景や昔の情景などを豊かに表現。製本された

絵本ではわからない優れた絵画の息づかいに、図書館

に訪れた多くのかたが見入りました。 

　お子さんがよい本と出会い、読書習慣を身につけ

ていただくことを願って、図書館では読み聞かせボ

ランティアのかたにお世話になり、学校などで積極

的に「読み聞かせ」を行っています。 

４月23日は「子ども読書日」 
４月23日～５月12日は「こども読書週間」 

４月23日は「子ども読書日」 
４月23日～５月12日は「こども読書週間」 

４月23日は「子ども読書日」 
４月23日～５月12日は「こども読書週間」 

館　名 

丹後図書室 

久美浜図書室 

弥栄図書室 

大宮図書室 

臨時休館日 

５月12日（月）～５月19日（月） 

５月26日（月）～６月３日（火） 

６月９日（月）～６月16日（月） 

６月23日（月）～７月１日（火） 

新システム稼動日 

５月20日（火） 

６月４日（水） 

６月17日（火） 

７月２日（水） 

「図書館システムの統合」が進んでいます 
～１枚のカードで20冊まで借りることができます～ 

「図書館システムの統合」が進んでいます 
～１枚のカードで20冊まで借りることができます～ 
「図書館システムの統合」が進んでいます 
～１枚のカードで20冊まで借りることができます～ 

島
津
小
学
校
で
の
「
読
み
聞
か
せ
」 

　４月23日は「子ども読書の日」です。これは、

「国民の間に広く子どもの読書活動についての関

心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読

書活動を行う意欲を高めるため」に法律に定めら

れ設けられています。 

　子どもの時代の読書は、成長にとってやがて大

きな糧となります。 

　図書館でも、「子ども読書

の日」にちなみ楽しい催しを

予定しています。これを機会

にぜひ親子で「本を読む」こ

との楽しさやすばらしさを再

発見してみませんか。 

　峰山図書館およびあみの図書館
では図書館システムの統合が完了し、
１枚の利用者カードで20冊まで本
を借りることができ、「どこで借り
ても返してもよい」システムにな
りました。図書館をより便利にご
利用いただくためのサービスの範囲が広がっています。 
　現在、大宮・弥栄・丹後・久美浜図書室についても、
図書システムの統合準備を進めており、７月２日（水）
には市内全館の図書システムの統合を完了する予定です。
つきましては、システム統合の作業に伴い、次のとお
り臨時休館します。ご不便をおかけしますが、ご理解・
ご協力をよろしくお願いします。 

学校での「読み聞かせ」にも行っています 学校での「読み聞かせ」にも行っています 学校での「読み聞かせ」にも行っています 

平成20年4月 平成20年4月 

魅
力
発
信 

市
立
図
書
館 

京丹後の　　　　　　　　　に注目 
　国土交通省 近畿運輸局 
　　企画観光部　吉田晶子部長が視察 

京丹後の　　　　　　　　　に注目 
　国土交通省 近畿運輸局 
　　企画観光部　吉田晶子部長が視察 

観光資源 観光資源 観光資源 

「上限200円バス」が 

　　　　　　　　　　　　　　　　として全国から注目 

岡山・鳥取県下から自治体関係者50人が視察 

「上限200円バス」が 

　　　　　　　　　　　　　　　　として全国から注目 

岡山・鳥取県下から自治体関係者50人が視察 
先進的事例 先進的事例 先進的事例 

京
丹
後
の
観
光
資
源
に
つ
い
て
懇
談 

（
吉
田
企
画
観
光
部
長
） 

岡山・鳥取から約50人が 

　「上限200円バス」について視察 

京
丹
後
市
が
　
　
　

京
丹
後
市
が
　
　
　 

さ
れ
て
い
ま
す

さ
れ
て
い
ま
す 

京
丹
後
市
が
　
　
　 

さ
れ
て
い
ま
す 

注
目
注
目 

注
目 

丹後半島・ 丹後半島・ 

現
在
国
で
は
、
外
国
人
観
光
客

の
国
内
宿
泊
日
数
の
増
加
な
ど
を

め
ざ
し
、
観
光
地
の
魅
力
向
上
お

よ
び
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
国
土
交
通
省
近
畿

運
輸
局
の
吉
田
企
画
観
光
部
長
が
、

三
月
十
八
日
に
来
丹
。
中
山
市
長

と
の
懇
談
を
は
じ
め
、
市
内
の
観

光
施
設
な
ど
を
訪
れ
、
京
丹
後
市

の
観
光
資
源
に
つ
い
て
視
察
さ
れ

ま
し
た
。 

懇
談
で
は
、
古
代
か
ら
受
け
継

が
れ
る
京
丹
後
の
歴
史
文
化
を
活

か
し
た
「
滞
在
型
・
体
験
型
観
光
」

の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
。
吉
田
部
長
は
「
地
域
再
生
の

た
め
に
も
、
積
極
的
に
観
光
資
源

の
活
用
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、

そ
う
し
た
取
り

組
み
に
対
し
て
、

国
と
し
て
も
支

援
し
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
琴

引
浜
や
立
岩
、
道
の
駅
て
ん
き
て

ん
き
丹
後
な
ど
、
本
市
の
観
光
資

源
を
視
察
さ
れ
る
と
と
も
に
「
上

限
二
百
円
バ
ス
」
に
も
乗
車
。
観

光
路
線
と
し
て
の
可
能
性
を
体
感

し
て
い
た
だ
き
、
吉
田
部
長
か
ら

は
「
観
光
圏
と
し
て
の
丹
後
半
島

お
よ
び
京
丹
後
の
魅
力
を
増
す
に

は
、
観
光
資
源
そ
の
も
の
の
魅
力

を
磨
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

公
共
交
通
の
魅
力
も
磨
き
つ
つ
、

観
光
資
源
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
こ
と
も
重
要
。
今
後

の
ま
す
ま
す
の
取
り
組
み
に
期
待

し
ま
す
」
と
、
本
市
の
さ
ま
ざ
ま

な
観
光
資
源
の
可
能
性
に
対
し
、

激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 全国的な週刊誌でも、「日本人のルーツ

を探る」などとして、本市の歴史文化な

どがグラビア５ページにわたり紹介 

本
市
の
「
上
限
二
百
円
バ
ス
」

の
取
り
組
み
が
、
路
線
バ
ス
再
生

の
先
進
的
な
事
例
で
あ
る
と
し
て
、

全
国
各
地
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

二
月
二
十
日
に
は
、
岡
山
県
下

お
よ
び
鳥
取
県
下
の
自
治
体
関
係

者
約
五
十
人
の
み
な
さ
ん
が
本
市

を
訪
れ
、
「
上
限
二
百
円
バ
ス
」

に
つ
い
て
視
察
。
運
行
開
始
に
い

た
る
ま
で
の
経
過
や
現
在
の
運
行

状
況
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
視
察

さ
れ
ま
し
た
。 

本
市
の
「
上
限
二
百
円
バ
ス
」

の
取
り
組
み
は
、
平
成
十
八
年
十

月
か
ら
住
民
福
祉
施
策
の
一
つ
と

し
て
実
証
運
行
を
開
始
。
実
証
運

行
一
年
目
の
下
半
期
（
四
月
〜
九

月
）
に
は
低
額
運
賃
導
入
前
と
比

較
し
て
、
運
賃
収
入
で
一
・
〇
九

倍
、
乗
車
人
員
で
一
・
八
五
倍
と

な
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
み
な

さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ

リ
ア
を
拡
大
し
た
二
年
目
も
、
一

年
目
以
上
の
成
果
が
現
れ
て
お
り
、

公
共
交
通
の
再
生
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
活
性
化
に
お
い
て
も
、
全

国
的
に
非
常
に
優
れ
た
成
功
例
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

参
加
さ
れ
た
か
た
か
ら
は
「
地

域
全
体
で
公
共
交
通
を
支
え
て
い

る
と
い
う
印
象
を
強
く
受
け
た
」、

「
公
共
交
通
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

何
の
た
め
の
公
共
交
通
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

国土交通省の全国省

内広報でも本市の取

り組みが大きく紹介 
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人口・世帯数 

男　　　30,518人 

女　　　32,609人 

計　　　63,127人 

世帯数　21,975世帯 

　　（３月１日現在） 

「
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」
入
選
作
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定

「
フ
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コ
ン
テ
ス
ト
」
入
選
作
品
決
定 
「
フ
ォ
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コ
ン
テ
ス
ト
」
入
選
作
品
決
定

「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
選
作
品
決
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「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
選
作
品
決
定 
第
二
回
丹
後
の
四
季
を
撮
ろ
う

第
二
回
丹
後
の
四
季
を
撮
ろ
う 
第
二
回
丹
後
の
四
季
を
撮
ろ
う

第
二
回
丹
後
の
四
季
を
撮
ろ
う 
第
二
回
丹
後
の
四
季
を
撮
ろ
う 

特選（優秀賞）「春の丹後松島」 

近藤長衛さん（峰山町） 

特選（優秀賞）「夕日の棚田」 

増田英男さん（弥栄町） 

　
市
で
は
、「
新
・
丹
後
王
国

“京

丹
後
”
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
第
二
回

丹
後
の
四
季
を
撮
ろ
う
『
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
』」
を
実
施
。 

　
市
内
の
自
然
、
景
観
、
文
化
財
、

催
し
な
ど
京
丹
後
市
の
四
季
を
と

ら
え
た
す
ば
ら
し
い
作
品
百
二
十

二
点
（
六
十
九
人
）
の
ご
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
審
査
で
は
、
写
真
家
の
加
藤
友

一
郎
さ
ん
が
「
こ
れ
ま
で
に
見
た

こ
と
の
な
い
題
材
の
も
の
も
あ
り
、

全
体
的
に
レ
ベ
ル
の
高
い
コ
ン
テ

ス
ト
で
し
た
」
と
総
評
。
推
薦
（
最

優
秀
賞
）
は
、
小
天
橋
を
縦
に
と

ら
え
た
斬
新
な
ア
ン
グ
ル
で
あ
る

こ
と
や
、
冬
に
撮
影
さ
れ
た
も
の

が
珍
し
い
な
ど
の
点
が
評
価
さ
れ
、

「
小
天
橋
・
冬
景
色
」（
城
下
勝
さ
ん
）

に
決
定
す
る
と
と
も
に
、
特
選
（
優

秀
賞
）
五
点
、
入
選
十
点
の
計
十

六
点
の
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

※
ご
紹
介
し
て
い
る
作
品
は
、
特

選
以
上
の
六
点
で
す
。 

推
薦
（
最
優
秀
賞
）
「
小
天
橋
・
冬
景
色
」 

城
下
　
勝
さ
ん
（
久
美
浜
町
） 

特選（優秀賞）「カキだな」 
家城安久己さん（久美浜町） 

特選（優秀賞）「幽玄の立岩」 
小室春子さん（与謝野町） 

題　名 

零れる夕日 

ユウスゲの浜辺 

初夏・素足に寄せる波 

暮れゆく頃 

祈り 

朝日に染まる 

梨花は受粉真っ最中 

祭の男たち 

久美浜湾・秋の彩り 

海苔を摘む女（ひと） 

受賞者 

板垣　三則さん（峰山町） 

大内　昌男さん（福知山市） 

平田　里美さん（東京都） 

岡崎　廣史さん（丹後町） 

吉岡　清吾さん（大阪府） 

坪倉　義英さん（弥栄町） 

中村伊太郎さん（与謝野町） 

奥村　浩市さん（網野町） 

城下　美子さん（久美浜町） 

荻野　　博さん（峰山町） 

入選（10点） 

特選（優秀賞）「家路」 

　溝川　満さん（丹後町） 

平成20年4月 


